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大仙市中学生議会
　市内の中学生が議員となり、まちづくりや市の取り
組みなどについて質問や提案をする大仙市中学生議
会が１月11日、大曲庁舎の市議会議場で行われました。
　大仙市の未来を担う中学生が議会の仕組みや活動
の理解を深めるとともに、市政に対する関心を高め、
ふるさとを見つめ直すことで、学校や地域での実生
活に役立てることを目的として行われています。当
日の議会では市内10校から参加した中学生20人が議
長役や議員役を務め、実際の議会と同様に議長役の
中学生が議事を進行しました。

平和中学校

細谷冬
と う が

芽さん・菅原麻
ま な

愛さん

避難所開設に伴う高齢者施
設との合同避難訓練などに
ついて

大曲西中学校

深川壮
そ う た

太さん・伊藤優
ゆ に

虹さん

「思いやり」や「喜び」を感じ
られる心のふれ合い交流に
ついて

西仙北中学校

金子航
こうだい

大さん・田口愛
め い

彩さん

大仙市の経済と商工業の
活性化について

大曲中学校

田口楓
か れ ん

恋さん・茂木一
か ず ほ

歩さん

My SDGsという取り組み
の市民への波及の可能性
について

大曲南中学校

古谷美
み ゆ

結さん・伊藤旬
しゅんり

里さん

SDGs達成に向けたワークシ
ョップ開催などの取り組み拡
大について

太田中学校

草彅大
ひ ろ と

翔さん・佐々木佑
ゆ き ね

季音さん

花壇を中心とした市民の交
流拡大の可能性について

仙北中学校

田村兼
けんしょう

将さん・藤倉嘉
よ し き

輝さん

拠点増とプラスチック回収に
よるごみの減量化への取り組
みについて

協和中学校

山谷南
み な せ

紗さん・武藤秀
しゅうと

飛さん

困っている人を見逃さないた
めのSDGsの推進について

南外中学校

今野鈴
れ の ん

音さん・佐々木百
も も え

惠さん

部活動の地域移行への不安
について

中仙中学校

森川奈
な お

央さん・藤田悠
ゆ あ

亜さん

健康促進や観光につながる
「大仙市の花」コスモスの市内
全域での栽培促進について

各中学校の一般質問者と質問通告内容

市政に対する関心を高め、ふるさとを見つめ直す

令和５年
　議員役の中学生からは防災や経済、SDGsの取り
組み、地域の交流などの幅広い分野で質問・提案があ
り、市長、副市長、教育長が答弁をしました。
※中学生議会の詳細は、市議会だより（５月１日発行）に掲載予
定です。
　中学生議会終了後は、市議会議員と中学生との懇
談会を開催。市議会の仕組みや役割の説明を受けた
中学生は、議員に対して市議会議員になったきっか
けや、やりがいな
どを質問。今後の
大仙市について
意見を交わしな
がら交流を深め
ました。

※名前は写真順（質問者のみマスクを外しています）

市議会議員と中学生の懇談会
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私が所属する移住定住促進課で主催した「女性が
住みたくなるまちづくり事業」を紹介します。

　令和２年度にスタートしたこの事業には、市内在住
の女性に参加いただき、座談会やワークショップを開
催してきました。移住者や起業家、農業やママサーク
ルで活躍する女性を中心に意見交換を行い、大仙市の
これからについて話し合う貴重な時間になりました。
参加者の声で多かったのは「家庭や職場以外で第３の
居場所があったらいい」という意見です。日常とは少
し離れて趣味やスキルを学び、ふらっと立ち寄れる場
所があれば、毎日をいきいきと過ごすきっかけになり
生活が豊かになると思います。

　しかし、思い描く理想の暮らしを送るためには、時間
やお金の余裕も欠かせません。家庭や職場での女性を取
り巻く環境は変化していますが、時間を持て余している
人はほとんどいません。高いスキルや経歴、働きたいと
いう意欲があるにも関わらず、思うように生かせないと
いう方も多いように感じます。
　地域や社会とつながり、自分らしくパワフルに生活す
る女性が増えれば、大仙市全体が元気になると思いま
す。解決しなければいけないことは多いですが、今回の
事業を通して大仙市の女性の思いやパワーを感じるこ
とができました。たくさんの女性の笑顔あふれる地域に
なるように、活動を育てていきたいです。

vol.68

女性が住みたく
なる

まちづくり　
  ま

ちの魅力、再発見！！

地域おこし協力隊・髙橋蕗子の

お
大 仙 市

らほのまちの

〝あ
あの場所

っこ〟〝こ
こ ん な こ と

んたごど〟

さまざまなジ
ャンルで活躍
する女性の皆
さんの貴重な
お話を聞かせ
ていただきま
した

　

昨
年
７
月
、
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
〝
親
父
た
ち
の

甲
子
園
〟
全
国
５
０
０
歳
野

球
大
会
。県
内
外
か
ら
30
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
野
球
を
愛

し
て
や
ま
な
い
往
年
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
が
頂
点
を
目
指
し
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

白
球
を
追
う
選
手
た
ち
の

活
躍
の
裏
で
、こ
の
大
会
で
は

２
人
の
だ
い
せ
ん
宣
伝
部
員

も
活
躍
。後
藤
公
仁
さ
ん
（@

km
ht510op

）、齋
藤
純
平
さ
ん

（@
jum

pei.saito

）。選
手
た
ち

が
ひ
た
む
き
に
、
そ
し
て
楽

し
く
プ
レ
ー
す
る
姿
を
動
画

で
撮
影
し
、ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
ム

ー
ビ
ー
を
制
作
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で

撮
影
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性

と
思
い
で
編
集
し
た
ム
ー
ビ

ー
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
ほ
か
、左
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。２
人
の
力
作

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。

あ
な
た
の
写
真
で
魅
力
発
信

◆
入
部
資
格
／
高
校
生
以
上

の
個
人
、ま
た
は
団
体
・
事

業
所
で

○
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報

発
信
し
て
い
る
方
（
こ
れ
か

ら
発
信
し
た
い
方
）

○
大
仙
市
の
良
さ
・
魅
力
を

伝
え
た
い
方

◆
活
動
内
容
／
大
仙
市
の
魅

力
を
、
主
に
宣
伝
部
、
ま
た

は
個
人
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
ア
カ
ウ
ン
ト
で
発
信

◆
応
募
方
法
／
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト（@

daisen_prom
otion

）

へ
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、

ま
た
は
メ
ー
ル
（kouhou@

city.daisen.lg.jp

）で
応
募

大
こ こ

仙市に生きる楽しさや魅力をインスタでPR

だいせん宣伝部
宣伝部員募集中！

問い合わせ・応募｜広報広聴課 ☎︎ 0187-63-1111 内線274

ダイジェスト動
画を撮影・編集
した、だいせん
宣伝部員の齋藤
さん（右）と後藤
さん

DAISEN City Public Relations 2023.23

あなたもまちの魅力を

発信してみませんか

だいせん宣伝部
daisen_promotion

▼

後藤さん
の作品

齋藤さん
の作品

２人の作品は、コチラ
▼



大仙市消防出初式
防災への決意新たに

令和５年

大
仙
市
消
防
団
音
楽
隊
が

初
演
奏
を
披
露

　
大
仙
市
消
防
出
初
式
が
１
月
５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

消
防
団
員
の
士
気
高
揚
、
優
良
団
員
の
表
彰
の
場
と
し

て
行
わ
れ
る
消
防
出
初
式
。
市
民
会
館
第
２
駐
車
場
で

行
わ
れ
た
観
閲
式
で
は
、
老
松
市
長
な
ど
が
市
内
８
地

域
の
消
防
団
員
約
５
０
０
人
を
観
閲
し
ま
し
た
。
大
曲

市
民
会
館
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

1市内８地域の消防団員を観閲する老松市長ら
2訓示を述べる佐藤一大仙市消防団長
3授賞式の様子

1全国各地の消防団音楽隊で演奏されている
　「ハローファイヤーマン」を披露
23練習の成果を発揮する隊員

　

出
初
式
に
合
わ
せ
、「
大

仙
市
消
防
団
音
楽
隊
」
の
初

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
、
市
の
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し

た
結
果
、
多
く
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
昨
年
４
月
に
総
勢

53
人
で
音
楽
隊
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
の
消

防
団
音
楽
隊
で
演
奏
さ
れ
て

い
る「
ハ
ロ
ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ

ン
」や
演
歌
メ
ド
レ
ー
な
ど
、

計
５
曲
を
披
露
。演
奏
終
了

後
は
、
会
場
内
が
た
く
さ
ん

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
市
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
、
消
防
団
活
動
の

Ｐ
Ｒ
や
音
楽
を
通
し
た
防
火

防
災
の
啓
発
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

熊
谷
さ
ん 

市
の
広
報
紙
で
募
集
し
て
い
る
の
を
見

ま
し
た
。
父
も
消
防
団
員
だ
っ
た
の
で
、
自
分
も

音
楽
で
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、
入
隊
し
ま
し
た
。

消
防
団
音
楽
隊
に
入
隊
し
た

き
っ
か
け
は
？

音
楽
隊
と
し
て
普
段
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

熊
谷
さ
ん 

週
に
１
回
、
大
綱
交
流
館
で
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
隊
員
も
い
る
の
で
、

苦
戦
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
（
笑
）

初
演
奏
を
終
え
た
今
の
思
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い

熊
谷
さ
ん 

無
事
に
お
披
露
目
を
終
え
て
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
音
楽
を
通
し
て
、
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
消
防
団
員
の
一
員
に
な
れ
た
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
ひ
と
こ
と
！

熊
谷
さ
ん 

今
日
の
演
奏
を
表
紙
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
で
音
楽
隊
の
歴
史
を
１
ペ
ー
ジ
ず
つ
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
音
楽
隊
の
演
奏

を
通
じ
て
、
火
災
な
ど
を
１
件
で
も
多
く
減
ら
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
市
民
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
消
火
活
動
に
当
た
っ
て
い
る
団
員
の
皆
さ
ん

の
無
事
を
祈
り
な
が
ら
待
つ
家
族
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
そ
の
よ

う
な
使
命
感
を
も
っ
て
活
動
し
た
い
で
す
。

1
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2

1

隊長・熊谷淳一さん
（打楽器担当）

3

〜
あ
な
た
の「
チ
カ
ラ
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
に
〜

消
防
団
員
募
集
中
！

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
防
災
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１ 

内
線
３
８
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

消防団音楽隊員
を代表して
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秋
田
県
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彰

有
功
章

【
大
曲
】
⑤
伊
藤
充
明
⑦
粟
津
幸
男
⑧
深

谷
明【
神
岡
】②
齊
藤
亘【
西
仙
北
】②
宮

野
孝
④
伊
藤
邦
昭
【
中
仙
】
①
児
玉
龍
司

⑤
山
手
基
【
協
和
】
④
加
藤
進
③
武
田
孝

行【
南
外
】③
伊
藤
誠
記【
仙
北
】④
竹
村

隆【
太
田
】①
大
信
田
道
一

永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
勤
続
）

【
大
曲
】
進
藤
峰
晴
①
渡
部
春
男
④
佐
藤

正
和【
神
岡
】②
菅
𠩤
隆
弘【
西
仙
北
】③

伊
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【
中
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男
②
木
元

省
吾
③
伊
藤
𠮷
幸【
太
田
】②
髙
橋
雅
彦

永
年
勤
続
章
（
35
年
勤
続
）

【
西
仙
北
】④
京
極
祐
宏
④
佐
々
木
悟【
中

仙
】②
藤
原
剛
③
伊
藤
義
則【
協
和
】佐
々

木
克
己
【
仙
北
】
②
大
山
正
弘
③
越
後
谷

哲
也【
太
田
】④
髙
橋
友
栄

永
年
勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

【
大
曲
】
④
山
信
田
誠
徳
⑧
畠
山
隆
⑧
小

林
孝
祐
【
西
仙
北
】
③
鈴
木
信
博
④
斎
藤

正
勝【
中
仙
】②
佐
々
木
久
③
細
谷
和
弘
⑤

藤
田
知
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協
和
】
③
武
田
孝
行
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加
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谷
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之
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③
堀
井
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栄
③
菊
地
正
一
【
太
田
】
①

大
信
田
道
一
②
鈴
木
克
文
③
佐
藤
隆
康

③
藤
井
雅
彦

永
年
勤
続
章
（
25
年
勤
続
）

【
本
部
】
佐
々
木
亨
浩
【
大
曲
】
④
小
松

亮
⑤
高
山
房
男
⑤
加
藤
兼
雄
⑥
佐
々

木
雅
伸
【
神
岡
】
①
斉
藤
一
見
①
佐
藤

康
晴
②
髙
橋
博
美
【
西
仙
北
】
①
大
𣘺

賀
治
④
齋
藤
進
一
【
中
仙
】
②
木
元
克

典
③
伊
藤
幸
也
③
児
玉
弘
重
【
協
和
】

②
茂
木
英
樹
③
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島
伸
幸
④
佐
々
木

博
康
【
南
外
】
②
佐
々
木
忠
義
②
佐
々

木
美
智
晴
③
菊
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美
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北
】
①
草

彅
英
樹
③
土
井
文
智
③
大
西
佑
也
③

新
田
和
美
【
太
田
】
①
湯
野
澤
徹
也
②

斎
藤
晃
己
④
戸
沢
勝
也

永
年
勤
続
章
（
20
年
勤
続
）

【
大
曲
】
①
須
藤
功
也
①
藤
田
喜
美
之

④
藤
田
和
幸
⑤
佐
藤
等
⑤
邑
山
浩
⑤

中
邑
勝
⑤
松
井
春
雄
⑥
島
森
清
美
⑧

山
崎
尊
【
神
岡
】
②
深
浦
豊
【
西
仙
北
】

②
佐
藤
康
平
【
中
仙
】
①
鈴
木
善
和
②

藤
原
弘
幸
①
小
松
誠
①
柴
田
幹
弘
⑤

髙
田
輝
彦
【
協
和
】
①
佐
々
木
豊
②
石

井
忍
②
阿
部
義
信
③
田
村
克
也
【
仙

北
】④
大
野
和
彦【
太
田
】①
大
信
田
道

郎
②
加
藤
俊
巳
②
門
脇
裕
彰
③
本
多

克
洋
④
田
口
良
平

大
仙
市
長
表
彰

功
労
章
（
任
務
遂
行
に
あ
た
り
功
労
顕

著
﹇
副
分
団
長
以
上
・
知
事
有
功
章
未
受

章
者
﹈）

【
大
曲
】
①
髙
野
一
成
⑧
今
野
昭
一
【
神

岡
】
①
渡
邊
憲
幸
②
深
浦
豊
【
南
外
】
①

佐
々
木
浩
士
③
伊
藤
幸
雄

功
績
章
（
任
務
遂
行
に
あ
た
り
功
労
顕

著
﹇
班
長
以
上
・
25
年
以
上
勤
続
・
県
協

会
功
労
章
未
受
章
者
﹈）

【
大
曲
】
④
小
松
護
⑤
高
山
房
男
⑥
佐
々

木
雅
伸
⑧
三
浦
義
孝
【
神
岡
】
①
斉
藤
一

見
①
佐
藤
康
晴
【
西
仙
北
】
①
大
𣘺
賀
治

④
齋
藤
進
一
【
中
仙
】
③
伊
藤
幸
也
②
木

元
克
典【
協
和
】
④
佐
々
木
博
康【
仙
北
】

①
草
彅
英
樹
③
土
井
文
智
③
大
西
佑
也

③
新
田
和
美
【
太
田
】
①
湯
野
澤
徹
也
②

斎
藤
晃
己
③
藤
井
雅
彦

勤
続
章
（
15
年
勤
続
）

【
大
曲
】
④
小
松
健
竜
⑧
今
野
孝
一
郎
⑧

今
野
雅
彦
【
神
岡
】
①
渡
部
聖
登
【
西
仙

北
】
①
佐
藤
竜
也
③
佐
々
木
貴
伸
④
田

村
明
伸
④
佐
々
木
孝
幸【
中
仙
】
①
髙
橋

秀
和
①
木
村
敏
彦
②
傳
農
武
和
③
高
橋

英
誠【
協
和
】
①
今
野
好
敬
①
吉
川
聡
④

田
口
聡
④
佐
藤
司
④
佐
藤
久
志
【
南
外
】

①
佐
藤
和
貴
①
伊
藤
友
和
③
髙
見
正
志

【
仙
北
】
①
佐
々
木
智
士
④
後
藤
広
実

【
太
田
】
①
髙
橋
勝
則
②
安
達
塁
③
長
澤

哲
也

退
団
団
員
に
対
す
る
表
彰
（
顕
功
章

﹇
55
歳
以
上
30
年
以
上
勤
続
・
副
分
団
長

以
上
退
団
者
﹈）

【
大
曲
】
渡
邊
亨
①
西
村
孝
毅【
神
岡
】
池

田
君
男
、
武
藤
吉
和
【
協
和
】
①
武
藤
豊

【
南
外
】
今
野
徳
雄
③
今
野
孝
彦
③
今
野

貞
夫【
太
田
】①
清
水
川
幸
一

※ 

こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章（
10
年
勤
続
）33
人
、
秋
田
県
消
防
協
会
大

仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
精
勤
章
（
７
年
勤

続
）
31
人
、
大
仙
市
消
防
団
長
表
彰
精
勤
章

（
５
年
勤
続
）
29
人
が
表
彰
さ
れ
、
５
年
以
上

勤
続
の
退
団
団
員
41
人
に
大
仙
市
長
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
仙
市
長
感
謝
状
贈
呈     　
　
　

（
一
般
個
人
・
団
体
）

大
杉
自
治
会（
南
外
）

株
式
会
社
佐
藤
建
設（
太
田
）

大
仙
市
消
防
団
長 

特
別
表
彰

（
１
年
間
で
３
人
以
上
の
新
入
団
員
を
勧

誘
し
た
方
）

【
中
仙
】小
松
勇
人（
３
人
）

【
協
和
】新
山
芳
美（
４
人
）

〈団員は敬称・階級略、○数字は分団名〉

受賞した方々を紹介します
多大な功績をたたえて

令和５年度 大仙市消防出初式
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降
雪
10
セ
ン
チ
以
上
で
出
動

午
前
２
時
か
ら
５
時
間
半
勝
負

「
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
」

　

午
前
１
時
ご
ろ
に
届
く
一
通

の
メ
ー
ル
。「
積
雪
が
あ
り
ま

し
た
」
す
な
わ
ち
「
10
セ
ン
チ

以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
の
で
出

動
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
意
味
の
出
動
指
令
で
す
。

　

深
夜
か
ら
行
わ
れ
る
早
朝
除

雪
は
、
各
地
域
に
設
置
し
て
い

る
降
雪
セ
ン
サ
ー
が
出
動
判
断

時
間
（
午
前
２
時
か
ら
出
動
で
き
る

範
囲
で
設
定
・
概
ね
午
前
１
時
）
に

10
セ
ン
チ
以
上
の
降
雪
を
感
知

し
た
場
合
、
自
動
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
な
ど
へ
メ
ー
ル
を
送
信
。

こ
れ
を
元
に
責
任
者
が
出
動
の

可
否
を
判
断
し
ま
す
。「
出
動
」

と
な
る
と
各
除
雪
基
地
に
オ
ペ

「車が走りやすいように、
歩行者が安全に歩けるように」

レ
ー
タ
ー
が
集
合
。
準
備
や
打

ち
合
わ
せ
後
、
午
前
２
時
に
は

出
動
し
ま
す
。
真
っ
暗
な
静
ま

り
返
っ
た
中
で
始
ま
る
早
朝
除

雪
は
、通
勤・通
学
ピ
ー
ク
前（
午

前
７
時
30
分
）
ま
で
の
５
時
間
半

が
勝
負
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
限

ら
れ
た
時
間
の
中
、
そ
の
と
き

の
状
況
下
で
最
善
の
道
路
除
雪

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
延
長
約
１
７
８
０
キ
ロ

73
業
者
３
０
０
台
で
除
雪

　

道
路
除
雪
は
、
市
か
ら
委
託

さ
れ
た
除
排
雪
業
務
共
同
企
業

体（
JV
）が
旧
市
町
村
ご
と
の
区

域
に
分
か
れ
実
施
。
73
業
者
で

構
成
す
る
10
企
業
体
（
大
曲
地
域

は
３
地
区
に
分
割
）
で
、
総
延
長

約
１
７
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・

４
１
０
５
路
線
を
３
０
０
台
の

冬
の
道
路
を
守
る
除
雪
隊

除
雪
道
路
総
延
長
・
約
１
７
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
直
線
距
離
で
北
海
道
最
北
端
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で

に
至
る
道
路
を
、
時
に
は
わ
ず
か
５
時
間
半
で
除
雪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。

私
た
ち
が
眠
っ
て
い
る
真
夜
中
、
冬
の
道
路
交
通
網
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

73
業
者
３
０
０
台
の
機
械
で
行
わ
れ
る
、
４
１
０
５
路
線
の
道
路
除
雪

西仙北地域除排雪業務共同企業体
田村和夫さん（除雪作業歴26年）

　

最
近
は
、
短
時
間
に
大
量
に
降
る

な
ど
雪
の
降
り
方
が
極
端
に
な
っ

た
。
除
雪
し
た
の
に
終
わ
る
頃
に
ま

た
積
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

が
、「
車
が
通
行
で
き
る
状
態
す
る
」

と
い
う
道
路
除
雪
の
目
的
を
果
た
す

た
め
作
業
し
て
い
る
。
気
を
付
け
て

は
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
道
路
除
雪

の
こ
ぼ
し
雪
が
出
て
し
ま
う
の
で
、

ど
う
か
家
庭
で
の
除
雪
（
間
口
除
雪
）

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
除
雪
車
両
は
死
角
（
特
に

後
ろ
）
が
多
い
の
で
、
近
づ
か
な
い

よ
う
注
意
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
「
車
が
走
り
や
す
い
よ
う
に
、
歩

行
者
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
」
す

る
た
め
作
業
す
る
。

プ
ロ
に

聞
く

雪が降らなくても、深夜の出動があっても、日中は道
幅が狭くなった箇所や一時堆雪場の除排雪を行い、道
路維持や安全確保のため作業に徹する（上）
同じ路線でも雪質や降雪量により環境が変わる。臨機
応変かつ限られた時間の中で行われる除雪作業（右）

機
械
で
除
雪
し
ま
す
。
直
線
で

結
ぶ
と
、
北
海
道
最
北
端
か
ら

鹿
児
島
県
に
至
る
距
離
。
道
幅

や
家
屋
な
ど
の
周
辺
構
造
物
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
位
置
な
ど
、
一

つ
と
し
て
同
じ
状
況
の
な
い
道

路
を
「
車
や
歩
行
者
が
通
行
で

き
る
状
態
に
す
る
」
と
い
う
道

路
除
雪
の
目
的
を
果
た
す
た

め
、
使
命
感
を
持
ち
作
業
に
あ

た
り
ま
す
。

 　
近
年
は
、
短
時
間
で
猛
烈
な

雪
が
降
る
場
合
や
、地
域
に
よ
っ

て
降
り
方
や
量
、
降
る
時
間
帯

が
異
な
る
こ
と
も
。
10
セ
ン
チ

以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の

「
一
斉
出
動
」
の
ほ
か
、
一
部
路

線
の
著
し
い
交
通
障
害
を
解
消

す
る
場
合
の
「
部
分
出
動
」
に

分
け
、
各
地
域
の
状
況
や
作
業

時
間
帯
を
見
極
め
な
が
ら
、
最

適
な
出
動
方
法
を
判
断
し
ま
す
。

6



道
路
交
通
の
確
保
が
目
的

間
口
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

道
路
除
雪
の
目
的
は
「
円
滑

な
道
路
交
通
の
確
保
」。
降
雪

量
や
雪
質
な
ど
に
も
よ
り
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
道
路
脇
に
除

雪
車
か
ら
の
こ
ぼ
し
雪
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。
各
家
庭
な

ど
で
の
間
口
除
雪
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「瞬間瞬間で変わる環境・状況に
注意し、交通の安全を確保」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
は
「
死
角
」
が
あ
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー（
運
転
席
）か
ら
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
か
。

実
際
に
除
雪
車
両
に
乗
り
込
み
感
じ
た
の
は
、「
死
角
」
の
多
さ
。

神岡地域除排雪業務共同企業体
齊藤 亘さん（除雪作業歴29年）

　

工
事
現
場
は
、
関
係
者
し
か
い
な

い
の
で
互
い
に
注
意
意
識
が
あ
る
。

し
か
し
除
雪
現
場
は
、
歩
行
者
や
車

両
、
家
屋
・
構
造
物
な
ど
、
瞬
間
瞬

間
で
状
況
が
変
わ
る
。
１
メ
ー
ト
ル

進
む
た
び
に
環
境
が
変
わ
る
の
で
、

注
意
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
大

切
。
皆
さ
ん
に
は
作
業
中
の
除
雪
車

に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

　

除
雪
機
械
の
能
力
以
上
の
量
の
雪

が
短
時
間
で
降
る
よ
う
に
な
り
、
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る

が
、
出
動
す
る
か
ら
に
は
き
ち
ん
と

通
行
で
き
、
交
通
の
安
全
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
作
業
に
あ
た
る
。
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
同
士
、
共
通
認
識
を
持
っ

て
作
業
す
る
。

プ
ロ
に

聞
く

今回、試乗した市の
除雪ドーザ
全長7.54m、全幅・
全高3.4m、車両重
量は約11t
窓が大きく高さもあ
るが思った以上に周
囲は見えにくく、ま
た、作業中は周囲の
音も聞こえづらい

早
朝
一
斉
出
動
１
回
あ
た
り

お
よ
そ
２
５
０
０
万
円

　

市
で
は
、
地
域
ご
と
に
登
録

さ
れ
た
機
械
の
８
割
以
上
が
早

朝
出
動
し
た
場
合
に
「
一
斉
出

動
し
た
」
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
の
除
雪
稼
働

費
７
億
４
３
２
０
万
円
。
こ
の
う

ち
部
分
出
動
や
排
雪
経
費
を
除

く
と
、
一
斉
出
動
１
回
あ
た
り
の

経
費
は
、
お
よ
そ
２
５
０
０
万

円
。
今
年
度
は
、
１
月
20
日
時

点
で
各
地
域
平
均
７
回
の
一
斉

出
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雪
国
大
仙
の

道
路
交
通
網
確
保
、
そ
し
て
安

全
確
保
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
原
油
価
格
高
騰
の

影
響
で
除
雪
稼
働
単
価
も
上
昇

し
て
お
り
、
今
後
の
経
費
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
中
の
除
雪
機
械

は
大
変
危
険
で
す
。
近
づ
い
た

り
、
呼
び
止
め
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
と
企
業
体
で
は
、
今
後
も

安
全
確
認
に
配
慮
し
な
が
ら
時

間
内
で
の
作
業
完
了
を
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
、
降
雪
に
よ
る
路
面
状

況
の
変
化
や
危
険
箇
所
を
把
握

し
、
最
善
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

［1］作業中に除雪車を呼び止めようと近づいた場合
［2・3］運転席からよく見えるかと思いきや、運転席
からは人の姿がほぼ見えない

1

2 3

［4・5］除雪車の後ろに立った場合。日中でも見えづ
らい［6・7］右斜め後方は窓枠と重なり見えづらく、
全く見えなくなる場合もある

4

6

5

7
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農業委員と農地利用最適化推進委員を募集

７月30日の任期満了に伴い改選 【問い合わせ】
 農業委員会事務局 ☎ 0187-72-4611
 農業委員会各分室

農業委員 農地利用最適化推進委員

主な職務内容

○農業委員会総会（毎月開催）に出席し、農
地の権利移動・農地転用の許可などの審
議・決定のほか、審議に関連する現地調査
を行う
○農地利用最適化推進委員と連携し、担い
手への農地集積や遊休農地解消などの推
進に関する活動を行う

○担当区域で農業委員と連携し、担い手へ
の農地集積や遊休農地解消などの推進
に関する現場活動を日常的に行う
○担当区域で農地の権利移動・農地転用の
許可の現地調査を行い、必要に応じて総
会などに出席し、情報などを提供する

募集定員 24 人 市内 40区域に各 1人（40人）

応募要件

農業に関する識見があり、農地利用最適化
推進に関する事項、その他の農業委員会の
所管する事項に関し、その職務を適切に行
うことができる方

農地利用最適化推進に熱意と識見があり、
担当する区域でその職務を適切に行うこ
とができる方

次のいずれかに該当する方は、委員および農地利用最適化推進委員になることができません。
①破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方
②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終えるまで、またはその執行を受けることがな
くなるまでの方

任期 ７月 31日から令和８年７月 30日まで 委嘱された日から令和８年７月30日まで

報酬 「大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関する条例」で定める額

応募・推薦方法
および
応募期間

自薦、または他薦（団体などの推薦、または
農業者など３人連名の推薦）

自薦、または他薦（団体などの推薦、または
農業者など１人の推薦）

所定の様式に必要事項を記入し、持参または郵送で提出
持参の場合…農業委員会事務局、または各分室に提出
　　　　　　（受け付けは、午前８時 30分～午後５時 15分）※土・日、祝日を除く
郵送の場合…農業委員会事務局へ郵送  ※受け付けは、農業委員会事務局のみ
応募期限／２月 28日（火）  ※郵送の場合は、必着

募集要項などの
書類

「募集要項」「推薦書」「応募書」は、農業委員会事務局と
各分室に用意しているほか、市ホームページ（右の二次元
コード）からダウンロードできます。

選考方法など
提出された書類をもとに、大仙市農業委
員候補者評価委員会で協議のうえ選定後、
市議会の同意を得て市長が任命

提出された書類をもとに、推進委員候補
者評価委員会で協議のうえ選定後、大仙
市農業委員会が委嘱

書類などの公表 応募期間中間と期間終了後、提出された書類の内容を市ホームページで公表します。
（推薦者・団体名、被推薦者名、応募者名、職業、年齢、性別、農業経営の状況、推薦・応募の理由など）

推進委員農業委員
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経営維持を図るため、１事業所当たり10万円を支給

飲食店応援給付金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
急
速
な
感
染
拡
大
を

受
け
、
経
営
状
況
の
悪
化
が
著
し

い
飲
食
店
に
対
し
、
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

◆
対
象
／
市
税
の
滞
納
が
な
い
次

の
要
件
を
満
た
す
事
業
者

○
市
内
に
事
業
所
の
あ
る
個
人
事

業
主
、
ま
た
は
中
小
企
業
の
う

ち
、
令
和
３
年
12
月
ま
で
に
創

業
し
た
飲
食
店
を
営
む
事
業
者

※
宴
会
場
施
設
運
営
支
援
事
業
、コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
運
営
支
援
事
業
の
給

付
を
受
け
た
事
業
者
を
除
く

○
基
準
年（
原
則
、
令
和
元
年
）の
年

間
売
り
上
げ
が
１
２
０
万
円
以

上
の
事
業
所
の
う
ち
、
令
和
４

年
と
基
準
年
の
年
間
売
り
上
げ

（
法
人
は
直
近
決
算
期
と
３
期
前
の

売
り
上
げ
）
を
比
較
し
、
20
％
以

上
減
少
し
た
事
業
所

◆
支
給
額
／

 

１
事
業
所
当
た
り
10
万
円

※
市
内
に
複
数
店
舗
あ
る
場
合
は
、

20
万
円
が
上
限
で
す
。

◆
申
請
方
法
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
か
ら
電
子
申
請
（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
）

※
電
子
申
請
が
困
難
な
場
合
は
、
商
工

業
振
興
課
と
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
用
意
し
て
い
る
申
請
書
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類
／
次
の
書
類
を
デ

ー
タ
化（
申
請
書
で
の
申
請
の
方
は

コ
ピ
ー
）し
て
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

○
個
人・法
人
共
通
…

 

振
込
口
座
の
分
か
る
通
帳（
通
帳

表
紙
の
裏
面
）、
営
業
許
可
証
、
納

税
証
明
書

○
個
人
の
場
合
…

 

基
準
年
の
所
得
税
確
定
申
告
書

第
一
表
、ま
た
は
市
県
民
税
申
告

書
、
令
和
４
年
の
売
り
上
げ
が

分
か
る
書
類

※
青
色
申
告
の
方
は
、
所
得
税
青
色
申

告
決
算
書

○
法
人
の
場
合
…

 
直
近
決
算
期
と
３
期
前
の
確
定

申
告
書
別
表
一
の
控
え
、
法
人

事
業
概
況
説
明
書

◆
申
請
期
限
／
２
月
28
日（
火
）

【問い合わせ・申請】
 商工業振興課
 ☎ 0187-63-1111 内線 276

流雪溝のふたに車両が接触する事故が発生しました

流雪溝のふたは使用後に必ずしっかり閉めましょう

昨
年
12
月
、流
雪
溝
の
ふ
た
に

車
両
が
接
触
す
る
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。過
去
に
は
、
他
市

で
流
雪
溝
に
子
ど
も
が
転
落
す
る

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。流
雪

溝
使
用
時
や
使
用
後
は
次
の
こ
と

を
し
っ
か
り
守
り
、
事
故
の
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

流
雪
溝
の
使
用
中
、使
用
後
の

注
意
事
項

○
ふ
た
を
開
け
た
際
は
、目
印（
カ
ラ

ー
コ
ー
ン
な
ど
）を
表
示
し
、
車
や

人
の
安
全
を
確
保
す
る（
写
真
１
）

○
ふ
た
が
車
道
側
に
開
く
場
合

は
特
に
危
険
な
た
め
、
ふ
た
を

反
転
さ
せ
て
開
く
よ
う
に
す
る

（
写
真
１
）

○
投
入
口
の
落
下
防
止
格
子
は
絶

対
に
外
さ
な
い（
写
真
１
）

○
雪
捨
て
が
済
ん
だ
ら
、
速
や
か

に
ふ
た
を
閉
め
る

○
ふ
た
を
閉
め
る
際
は
、
確
実
に

閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
取
っ
手

が
浮
い
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る（
写
真
２・３
）

○
流
雪
溝
に
子
ど
も
を
近
づ
け

な
い

【問い合わせ】
 道路河川課
 ☎ 0187-66-4905

給付金の詳細や
電子申請の方法
はこちら

投入口の落下防止格子が外され、ふたが車道側に開き目印の
ない危険な状態（右）。使用する際は、左のようにしましょう。

取っ手が溝に収納されず浮いている状態（右）。使用後は、左の
ように収納されていることを確認しましょう。

雪や氷が挟まり、ふたが浮いている状態（右）。使用後は、左の
ように確実に閉まっていることを確認しましょう。

写
真
１

写
真
２

写
真
３
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市ホームページ

協和 ☎ 018-892-2111 　南外 ☎ 0187-74-2111 　仙北 ☎ 0187-63-3003 　太田 ☎ 0187-88-1111

問い合わせ
 健康増進センター

☎0187-62-9301
同西部 ☎0187-75-0476
同東部 ☎0187-56-7211

19日は、昼休憩のため担
当者が不在の時間があり
ます。ご了承ください。
会場・時間は、変更になる
場合があります。

期日 時間 会場

１日
（水）

9:30～
12:00

大曲仙北電気工
事協同組合

13:45～
16:00 仙北地域振興局

３日
（金）

10:00～
11:15

宮腰精機㈱
刈和野工場

12:00～
13:20 市役所西仙北庁舎

15:00～
16:00

ミツワ㈱ホクトプ
ラ事業部秋田工場

16日
（木）

10:00～
11:30 大曲厚生医療

センター13:00～
16:00

19日
（日）

10:00～
16:00 イオンモール大曲

２月の献血日程

　４月１日から９月30日ま
での、嶽ドーム団体利用申
請を受け付けます。申請は
必ず団体・サークルごとに
行ってください。
◆申込期間／２月１日（水）
から14日（火）まで

※調整後の空き情報の照会は、３
月16日（木）から受け付けます。
◆申し込み方法／嶽ドーム
事務所にある利用申込書
に必要事項を記入し、提出

【問い合わせ・申し込み】
 嶽ドーム
 ☎0187-72-2721

嶽ドーム団体利用
申請受け付け開始

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
情
報
伝

達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
ネ
ッ
ト
だ
い
せ
ん
の
テ

ス
ト
メ
ー
ル
が
一
斉
送
信
さ
れ

る
ほ
か
、
Ｆ
Ｍ
は
な
び
で
は
番

組
に
割
り
込
み
、
防
災
ラ
ジ
オ

起
動
信
号
音
の
後
に
試
験
放
送

が
流
れ
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
…
地
震
や
津
波
な
ど

の
災
害
情
報
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
、ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
瞬
時
に
伝
え

る
シ
ス
テ
ム

◆
日
時
／
２
月
15
日（
水
）

 

午
前
11
時
ご
ろ

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
防
災
課 

内
線
３
１
６

２
月
15
日
午
前
11
時
ご
ろ

情
報
伝
達
試
験

防災ラジオは自動
的に電源が入り、起
動信号音の後に試
験放送が流れます。

　

加
入
申
込
書
を
広
報
２
月
号

と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。今

回
か
ら
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
）も
で
き
ま
す
。

※
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児

童
は
、
交
通
災
害
共
済
の
掛
金

（
３
０
０
円
）が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

◆
共
済
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

◆
掛
金
／
年
額

○
交
通
災
害
…
３
０
０
円

○
不
慮
の
災
害
…
７
０
０
円

◆
申
込
先
／
生
活
環
境
課
、
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
秋

田
銀
行
、北
都
銀
行
、ゆ
う
ち

ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、
羽

後
信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば
こ

農
業
協
同
組
合

【
問
い
合
わ
せ
】

　

生
活
環
境
課 

内
線
１
８
２

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

と
も
す
け
共
済（
交
通
災
害
共
済・不
慮
の
災
害
共
済
）

小・中
学
校
に
勤
務
す
る

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
職
種・募
集
人
員
／

①
用
務
員・29
人

②
校
務
員・２
人

◆
報
酬
額
／

 

月
額
11
万
７
０
９
円

※
前
年
度
に
引
き
続
き
同
一
の
職
種

に
任
用
さ
れ
た
場
合
は
、職
務
の
経

験
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

◆
任
用
開
始（
予
定
）／

 

４
月
１
日

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
８
日（
水
）

※
郵
送
の
場
合
、必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
期
限
前

に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【 

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

教
育
総
務
課 

内
線
３
３
４

 

〒
０
１
４　

８
６
０
１

 
 

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
２　

16

ネット申
し込みは
こちら

カ
ー
ド
受
け
取
り
時
に

ク
オ
カ
ー
ド
３
千
円
分

　

18
歳
以
下
の
方
で
対
象
期
間

中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
た
方
へ
、
カ
ー
ド
受
け

取
り
時
に
３
千
円
分
の
ク
オ
カ

ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
対
象
／
申
請
お
よ
び
交
付
時

に
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

18
歳
以
下
で
、
１
月
１
日
か

ら
２
月
28
日
ま
で
の
間
に
申

請（
オ
ン
ラ
イ
ン
可
）し
た
方

※
市
民
課
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
、
み
ん
な
の 

ス 

窓（
イ
オ
ン
モ

ー
ル
大
曲
内
）で
は
、申
請
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

市
民
課 

内
線
１
２
０

複数人の団体（事業所含む）
からの申請希望の場合は、
市職員が出向いて受け付
けます。市民課、または最
寄りの支所市民サービス
課に申し込みください。

職員が出向いて
受け付けます
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初
回
接
種
（
１・
２
回
目
接
種
）

を
完
了
し
た
12
歳
以
上
の
方

で
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
未
接
種
の
方
を
対
象
に
、
臨

時
集
団
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

仕
事
や
学
校
の
た
め
平
日
に

医
療
機
関
で
接
種
で
き
な
い
な

ど
、未
接
種
の
方
は
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
初
回
接
種
（
１・
２
回

目
接
種
）
を
完
了
し
て
い
る
12

歳
以
上
の
方
で
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
未
接
種

の
方

※
追
加
接
種（
３
回
目
、
４
回
目
、
ま

た
は
５
回
目
接
種
）で
、既
に
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
方
は
、接
種
不
要

◆
日
時
／
２
月
11
日（
土
）

 

午
前
９
時
〜
11
時

※
午
後
６
時
〜
８
時
は
５
〜
11
歳
対

象
の
接
種
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
小

児
用
ワ
ク
チ
ン
）を
行
い
ま
す
。

◆
会
場
／
大
仙
市
健
康
福
祉
会

館（
大
曲
通
町
１　

14
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
大
曲
ヒ
カ

リ
オ
駐
車
場（
２
時
間
ま
で
無
料
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
／

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

※
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

【
問
い
合
わ
せ
】

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
室

 

☎
０
１
８
７（
73
）６
０
４
４

|   各庁舎の電話番号   |   大曲（本庁）☎0187-63-1111　神岡 ☎ 0187-72-2111　西仙北 ☎ 0187-75-1111　中仙 ☎ 0187-56-2111

新型コロナウイルス感染拡大状況により、イベントや行事の内容が一部変更、または延期・中止となる場合があります。
不特定多数が集まる場合は、マスクの着用と手指消毒などの感染予防対策をしてください。

地域を考え、住みよいまちをつくろう
第２回大仙アカデミー

◆日時／２月18日（土）午後２時～
◆会場／大曲市民会館・大ホール（入場無料）
◆定員／300人程度
◆講師／菊池昇さん（トヨタグループのシンク
タンク「株式会社コンポン研究所」代表取締役所
長＝神岡地域出身）
◆演題／高質な田舎とテクノロジー
◆申し込み方法／下の
 二次元コードか電話
 で申し込み
【 問い合わせ・申し込み】
 生涯学習課 内線339

　

工
事
期
間
中
は
、
１
階
ふ
れ

あ
い
広
場
と
広
場
内
の
ト
イ
レ

が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間
／
２
月
上
旬
か
ら

７
月
31
日（
月
）ま
で

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
通
常
通
り
利

用
で
き
ま
す
。

※
ト
イ
レ
は
、
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
グ
ラ
ン
ポ
ー
ル
内
、
ま
た
は

駅
東
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

観
光
振
興
課 

内
線
２
５
０

大
曲
駅
西
口
１
階

ふ
れ
あ
い
広
場
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　

任
期
満
了（
３
年
）に
伴
い
、令

和
４
年
９
月
の
市
議
会
で
同
意

を
得
て
、
１
月
１
日
付
け
で
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
新
任
／

 

齊
藤
由
紀
雄
さ
ん（
西
仙
北
）

 

佐
藤
和
則
さ
ん（
西
仙
北
）

 

髙
橋
利
省
さ
ん（
中
仙
）

 
藤
原
瑞
永
さ
ん（
太
田
）

◆
再
任
／

 
鈴
木
農
夫
廣
さ
ん（
太
田
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

市
民
相
談
室（Anbee

大
曲
２
階
）

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

詳細と電子申請
での申し込みは
こちら

株式会社コンポン
研究所代表取締
役所長の菊池さん

新型コロナワクチン
接種に関する最新の
情報はこちら

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
臨
時
集
団
接
種
を
実
施
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ワクチン予約コールセンター
フリーダイヤル ☎ 0120-0666-05
9:00〜17:00（土・日、祝日含む）

インターネット予約 （24時間受け付け）

 https://jump.mrso.jp/052124

臨時集団接種の予約はこちら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

広
告
掲
載
企
業
を
募
集

◆
掲
載
方
法
／
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

へ
の
バ
ナ
ー
広
告

◆
掲
載
期
間
／
１
カ
月
単
位
で

最
長
12
カ
月（
年
度
ご
と
）

◆
掲
載
料
金
／
１
枠
当
た
り
月

額
５
千
円（
税
込
）

◆
ア
ク
セ
ス
数
／
３
７
８
万
件

 

（
内
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
約
１
０
４
万
件
）

※
令
和
３
年
度
実
績

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

広
報
広
聴
課 

内
線
２
７
４

広告は、トップページのこの位置に表示

▼



２月は国民健康保険税
８期、後期高齢者医療
保険料８期の納付月で
す。忘れずに納期内の
完納をお願いします。
納付期限／

２月28日（火）

市ホームページ

|   各庁舎の電話番号   |   

  大曲（本庁）
  ☎ 0187-63-1111
  神岡 ☎ 0187-72-2111
  西仙北 ☎ 0187-75-1111
  中仙 ☎ 0187-56-2111
  協和 ☎ 018-892-2111
  南外 ☎ 0187-74-2111
  仙北 ☎ 0187-63-3003
  太田 ☎ 0187-88-1111

台
湾
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

台
湾
の
文
化
を
学
び
な
が
ら

台
湾
料
理
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。台
湾
煮
込
み
そ
う
め
ん

（
ダ
ー
チ
ャ
ン
メ
ン
セ
ン
）
や
緑
豆

ミ
ル
ク
（
リ
ュ
ド
ウ
サ
ー
ニ
ョ
ウ
ナ

イ
）な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
方（
親
子

で
の
参
加
も
可
）

◆
日
時
／
３
月
５
日（
日
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

◆
会
場
／
し
ゅ
し
ゅ
え
っ
と
ま

る
し
ぇ
食
育
キ
ッ
チ
ン
「
ぽ

ぽ
っ
と
」

◆
定
員
／
15
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
左
の
二
次

元
コ
ー
ド
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

◆
申
込
期
限
／
２
月
27
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
講
師
／
リ
ー・ヤ
ー
テ
ィ
ン
さ

ん（
市
交
流
振
興
課・台
湾
出
身
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

交
流
振
興
課 

内
線
２
１
６

　市では、交通安全の確保と
啓発活動をする交通指導員を
募集します。
※活動は月１・２回程度で、令和４
年度は男女計３人が新たに任命
され、全88人が活動しています。
◆対象／市内在住の20歳以上
（性別不問）で、各種交通安全
活動に参加できる健康な方
◆待遇／有償ボランティアと
して規定額の報酬を支払い
ます。また、活動に必要な制
服などは市で貸与します。

【問い合わせ・申し込み】
 生活環境課 内線182
 各支所市民サービス課

交通指導員を募集

電子申請で
の申し込み
はこちら

名
勝
旧
池
田
氏
庭
園
の
保
存
整
備
と
活
用
を
考
え
る

旧
池
田
家
住
宅
洋
館

竣
工
１
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

国
指
定
名
勝
旧
池
田
氏
庭
園

内
に
あ
る
旧
池
田
家
住
宅
洋
館

の
竣
工
１
０
０
年
を
記
念
し
、シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

洋
館
を
含
む
旧
池
田
氏
庭
園
を

保
護
し
な
が
ら
観
光
資
源
と
し

て
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
３
月
４
日（
土
）

 

午
前
９
時
〜
正
午

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
小

ホ
ー
ル（
入
場
無
料
・
申
し
込
み

不
要
）

◆
講
演
／

 

講
師
／
澤
田
享
さ
ん
（
前
秋
田

公
立
美
術
大
学
美
術
教
育
セ
ン
タ

ー
教
授
）

 

演
題
／
旧
池
田
家
住
宅
洋
館

こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年
と
こ

れ
か
ら
の
１
０
０
年

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／

 

テ
ー
マ
／
国
指
定
名
勝
の
庭

園
内
に
重
要
文
化
財
が
あ
る

特
徴
と
そ
の
重
要
性
、
近
年

求
め
ら
れ
て
い
る
観
光
資
源

と
し
て
の
文
化
財
の
活
用
方

法
、
洋
館
を
含
め
た
今
後
の

旧
池
田
氏
庭
園
の
保
護
と
活

用
方
法

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／

 

澤
田
享
さ
ん

 

パ
ネ
リ
ス
ト
／

○
服
部
勉
さ
ん（
東
京
農
業
大
学
地

域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科
教
授
）

○
池
田
泰
久
さ
ん（
池
田
家
16
代

当
主
）

○
池
田
康
夫
さ
ん（
池
田
家
払
田

分
家
４
代
当
主
）

○
畑
中
康
博
さ
ん（
秋
田
県
公
文

書
館
副
主
幹
・
大
仙
市
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
運
営
審
議
会
副
会
長
）

○
青
木
達
司
さ
ん（
文
化
庁
文
化

財
第
二
課
文
化
財
調
査
官
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

文
化
財
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
９
７
２

真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園

ウ
イ
ン
タ
ー
親
子

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

親
子
で
動
物
の
足
跡
や
植
物

の
冬
芽
な
ど
を
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
。雪
国
な
ら
で
は
の
冬
の

自
然
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
／
小
学
生
以
上
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

◆
日
時
／
３
月
５
日（
日
）

 

午
前
８
時
〜

◆
集
合
場
所
／
大
台
ス
キ
ー
場

第
一
駐
車
場

※
解
散
場
所
も
同
じ

◆
コ
ー
ス
／
集
合
場
所
〜
展
望

エ
リ
ア（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

コ
ー
ス・ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
）

※
折
り
返
し
（
片
道
約
２・５
キ
ロ
程

度・往
復
約
３
時
間
30
分
）

◆
定
員
／
15
組

◆
申
し
込
み
開
始
／
２
月
14
日

（
火
）午
前
９
時
〜（
電
話
の
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

太
田
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

12



Th
e T

rack of G
lory

（１月12日まで報告分）

栄光の軌跡栄光の軌跡栄光の軌跡栄光の軌跡
日ごろの練習と努力の成果を発揮し、優れた成績を収めた

「だいせん」の子どもたちの活躍を紹介します。

【第51回秋田県ミニバスケットボール大会兼第55回全国ミニバスケットボール
大会・第41回東北ブロックミニバスケットボール交歓大会秋田県予選大会】
1大曲ファイヤーウインズ／優勝（全国大会出場）
【全国小学生ソフトテニス大会秋田予選会】
2高橋梨桜さん（高梨小５年）／女子ダブルス優勝（全国大会出場）
【2022秋田県中学校秋季バドミントン大会】 
3佐藤恭伍さん（平和中２年）／男子シングルス優勝（東北大会出場）
4佐藤俐緒さん（平和中２年）／女子シングルス優勝（東北大会出場）

2

1

3 4
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会社を退職（失業）された方へ

への変更手続きは
お済みですか？

国民年金への変更手続きが必要です

　20歳以上60歳未満の方は、国民年金への加入
が法律で義務付けられています。退職（失業）さ
れたときは、厚生年金保険から国民年金への変更
の手続きが必要です。市役所保険年金課、または
各支所市民サービス課の国民年金担当窓口で手続
きしてください。
※勤務先を退職（失業）された方に扶養されていた配
偶者も手続きが必要です。

○手続きに必要なもの
・退職（失業）日が確認できる証明書（厚生年金
資格喪失証明書など）
・本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険
証、マイナンバーカードなど）
・基礎年金番号が分かるもの

○国民年金の保険料は毎年度変わります。令和４
年度の月額保険料は16,590円です。

国民年金保険料は口座振替がお得です

　国民年金保険料の納付には、口座振替が利用で
きます。
　口座振替にすると、保険料が自動的に引き落と
されるので金融機関などに行く手間が省ける上、
納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振
替納付することで月50円割引される「早割制度」
や、現金納付よりも割引額が大きい「６カ月前納・
１年前納・２年前納」もあり、大変お得です。

　口座振替を希望する方は、納付書または年金手
帳、通帳、金融機関届出印を持参し、市役所保険
年金課年金班、各支所市民サービス課または大曲
年金事務所、もしくは金融機関に申し込みくださ
い。

※現金またはクレジットカード納付による前納を
利用することもできますので、希望する方は申
し込みください。

確定申告の際に必要です

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます

　平成31年４月に、国民年金第１号被保険者の
産前産後期間の保険料を免除する制度がスタート
しました。この制度は、「保険料が免除された期
間」も保険料を納付したものとして老齢基礎年金
の受給額に反映されますので、通常の保険料免除
制度よりも有利なものです。

●届け出しないと免除になりません

○出産予定日の６カ月前から届け出できます。
（母子手帳を持参してください）
○出産後はいつでも届け出できます。（平成31
年２月１日以降の出産から該当します）

●保険料納付が免除される期間

○出産予定日、または出産日が属する月の前月か
ら４カ月間（例：出産予定日・出産日１月１日→12月から）
○多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）
の場合は、出産予定日、または出産日が属する
月の３カ月前から６カ月間（例：出産予定日・出産
日１月１日→10月から）

※出産とは、妊娠85日（４カ月）以上の出産をいいます。
（死産、流産、早産された方を含みます）

国民年金保険料の免除制度があります

　本人からの申請により、保険料の全額または一
部（４分の１、半額、４分の３のいずれか）が免
除になる制度があります。申請者本人、配偶者お
よび世帯主の前年の所得が審査対象です。

●退職（失業）により納付が困難な方

　退職（失業）の場合は、退職（失業）された方
の前年の所得がゼロとして審査されます。失業し
ていることの確認が必要ですので、「雇用保険受
給資格証」や「雇用保険被保険者資格喪失確認通
知書」など、失業していることを確認できる公的
機関の証明の写しを持参してください。

●新型コロナウイルス感染症の影響により
　納付が困難な方
　令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症
の影響により収入が減少し、所得が相当程度まで
減少した場合は、臨時特例措置があります。本人
申告の所得見込額を用いた簡易な手続きにより免
除申請できますので、窓口で申し出てください。

口座振替の前納の申し込みには、期限がありますのでご注意ください。
６カ月前納

１年前納・２年前納

４月～９月分は２月末、10月～３月分は８月末まで

２月末まで

詳しくはお問い合わせください

源泉徴収票
　老齢基礎年金や老齢厚生年金を受給している
場合、所得税法の「雑所得」として取り扱われ
ます。日本年金機構では、これらの年金を受給
している方々へ１月中旬に源泉徴収票を送付し
ています。源泉徴収票には令和４年中に支払わ
れた年金額などが記載されています。
　年金以外に所得のある方などは、確定申告の
際に源泉徴収票が必要ですので大切に保管して
ください。紛失などによる再発行は、日本年金
機構『ねんきんダイヤル』へお問い合わせくだ
さい。
　なお、障害年金、遺族年金については非課税
のため、源泉徴収票は送付されません。

市役所保険年金課
ねんきんダイヤル
大曲年金事務所

日本年金機構ホームページ

☎0187-63-1111　内線 143・147（または各支所市民サービス課）
☎0570-05-1165
国民年金課（加入手続き、保険料納付） ☎0187-63-2296（自動音声案内 2→2）
お客様相談室（年金請求手続き、年金相談） ☎0187-63-2296（自動音声案内 1→2）

�������������������������

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書

　国民年金保険料は、その全額が社会保険料
控除の対象です。納付した国民年金保険料額
を社会保険料控除として申告する場合、納付
した保険料額を証明する書類などを添付する
必要があります。
　このため、日本年金機構では国民年金保険
料の控除証明書を令和４年10月26日から11月
上旬にかけて順次送付しています。また、令
和４年10月以降に初めて保険料を納付した方
には、令和５年２月上旬に送付されます。
　なお、紛失などによる再発行は、大曲年金
事務所へお問い合わせください。

国民年金

14



会社を退職（失業）された方へ

への変更手続きは
お済みですか？

国民年金への変更手続きが必要です

　20歳以上60歳未満の方は、国民年金への加入
が法律で義務付けられています。退職（失業）さ
れたときは、厚生年金保険から国民年金への変更
の手続きが必要です。市役所保険年金課、または
各支所市民サービス課の国民年金担当窓口で手続
きしてください。
※勤務先を退職（失業）された方に扶養されていた配
偶者も手続きが必要です。

○手続きに必要なもの
・退職（失業）日が確認できる証明書（厚生年金
資格喪失証明書など）

・本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険
証、マイナンバーカードなど）

・基礎年金番号が分かるもの

○国民年金の保険料は毎年度変わります。令和４
年度の月額保険料は16,590円です。

国民年金保険料は口座振替がお得です

　国民年金保険料の納付には、口座振替が利用で
きます。
　口座振替にすると、保険料が自動的に引き落と
されるので金融機関などに行く手間が省ける上、
納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振
替納付することで月50円割引される「早割制度」
や、現金納付よりも割引額が大きい「６カ月前納・
１年前納・２年前納」もあり、大変お得です。

　口座振替を希望する方は、納付書または年金手
帳、通帳、金融機関届出印を持参し、市役所保険
年金課年金班、各支所市民サービス課または大曲
年金事務所、もしくは金融機関に申し込みくださ
い。

※現金またはクレジットカード納付による前納を
利用することもできますので、希望する方は申
し込みください。

確定申告の際に必要です

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます

　平成31年４月に、国民年金第１号被保険者の
産前産後期間の保険料を免除する制度がスタート
しました。この制度は、「保険料が免除された期
間」も保険料を納付したものとして老齢基礎年金
の受給額に反映されますので、通常の保険料免除
制度よりも有利なものです。

●届け出しないと免除になりません

○出産予定日の６カ月前から届け出できます。
（母子手帳を持参してください）

○出産後はいつでも届け出できます。（平成31
年２月１日以降の出産から該当します）

●保険料納付が免除される期間

○出産予定日、または出産日が属する月の前月か
ら４カ月間（例：出産予定日・出産日１月１日→12月から）
○多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）
の場合は、出産予定日、または出産日が属する
月の３カ月前から６カ月間（例：出産予定日・出産
日１月１日→10月から）

※出産とは、妊娠85日（４カ月）以上の出産をいいます。
（死産、流産、早産された方を含みます）

国民年金保険料の免除制度があります

　本人からの申請により、保険料の全額または一
部（４分の１、半額、４分の３のいずれか）が免
除になる制度があります。申請者本人、配偶者お
よび世帯主の前年の所得が審査対象です。

●退職（失業）により納付が困難な方

　退職（失業）の場合は、退職（失業）された方
の前年の所得がゼロとして審査されます。失業し
ていることの確認が必要ですので、「雇用保険受
給資格証」や「雇用保険被保険者資格喪失確認通
知書」など、失業していることを確認できる公的
機関の証明の写しを持参してください。

●新型コロナウイルス感染症の影響により
　納付が困難な方
　令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症
の影響により収入が減少し、所得が相当程度まで
減少した場合は、臨時特例措置があります。本人
申告の所得見込額を用いた簡易な手続きにより免
除申請できますので、窓口で申し出てください。

口座振替の前納の申し込みには、期限がありますのでご注意ください。
６カ月前納

１年前納・２年前納

４月～９月分は２月末、10月～３月分は８月末まで

２月末まで

詳しくはお問い合わせください

源泉徴収票
　老齢基礎年金や老齢厚生年金を受給している
場合、所得税法の「雑所得」として取り扱われ
ます。日本年金機構では、これらの年金を受給
している方々へ１月中旬に源泉徴収票を送付し
ています。源泉徴収票には令和４年中に支払わ
れた年金額などが記載されています。
　年金以外に所得のある方などは、確定申告の
際に源泉徴収票が必要ですので大切に保管して
ください。紛失などによる再発行は、日本年金
機構『ねんきんダイヤル』へお問い合わせくだ
さい。
　なお、障害年金、遺族年金については非課税
のため、源泉徴収票は送付されません。

市役所保険年金課
ねんきんダイヤル
大曲年金事務所

日本年金機構ホームページ

☎0187-63-1111　内線 143・147（または各支所市民サービス課）
☎0570-05-1165
国民年金課（加入手続き、保険料納付） ☎0187-63-2296（自動音声案内 2→2）
お客様相談室（年金請求手続き、年金相談） ☎0187-63-2296（自動音声案内 1→2）

�������������������������

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書

　国民年金保険料は、その全額が社会保険料
控除の対象です。納付した国民年金保険料額
を社会保険料控除として申告する場合、納付
した保険料額を証明する書類などを添付する
必要があります。
　このため、日本年金機構では国民年金保険
料の控除証明書を令和４年10月26日から11月
上旬にかけて順次送付しています。また、令
和４年10月以降に初めて保険料を納付した方
には、令和５年２月上旬に送付されます。
　なお、紛失などによる再発行は、大曲年金
事務所へお問い合わせください。

国民年金
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市長交際費 （12月１日～31日）

摘 要 件 数 金   額
慶 祝 13 93,860 円
協 賛 ０ 　0 円
弔 慰 ４ 40,000 円
合 計 17 133,860 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　　方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

「令和５年大仙市消防出初式」で式辞を述べる
老松市長（１月５日）
老松市長は「あらゆる災害に対応できるよう、
日々の鍛錬に努め、市民の信頼と期待に応えて
ほしい」と話しました。（関連記事４・５ページ）

２月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 １日・水
２日・木

３日・金
10日・金

11日・土
13日・月
15日・水

18日・土
22日・水
23日・木

24日・金

27日・月
28日・火

定例記者会見
秋田県山村・過疎地域振興協議会理事
会・定例総会
大仙市総合教育会議
株式会社県南環境保全センター
取締役会
刈和野の大綱引き
川を渡るぼんでん
秋田県市町村総合事務組合議会定例会
大曲仙北広域市町村圏組合正副管理者
会議
大仙美郷介護福祉組合正副管理者会議
大仙アカデミー
市議会定例会（本会議第１日）
地域包括ケアシステム講演会
大曲社交飲食業連合会創立40周年記
念祝賀会
日本酒統一ブランド「宵

よい

の星
ほしぼし

々」報告会
令和４年度国保事業功労者表彰式通常
総会・理事会
定例記者会見
大仙美郷介護福祉組合議会定例会
大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会

図書館情報 毎月第１木曜日は「読書の日」です

各図書館問い合わせ
  大曲図書館　  ☎ 0187-62-1012 協和図書館　  ☎ 018-892-3830
  神岡図書館　  ☎ 0187-72-2501 南外図書館　  ☎ 0187-74-2130
  西仙北図書館  ☎ 0187-75-0099 仙北図書館　  ☎ 0187-69-3334
  中仙図書館（中仙市民会館内）　 
                          ☎ 0187-56-7200

太田図書館  （太田生活改善センター内）
　  　　　　　☎0187-86-9460

■各図書館休館日（状況により休館日を変更する場合があります）
　大曲図書館｜毎週水曜日（祝日の場合は翌平日）
　大曲以外の７図書館｜毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

【２月】▼大曲＝１日（水）・８日（水）・15日（水）・22日（水）▼大曲以外の７図書
館＝６日（月）13日（月）・20日（月）・27日（月）▼神岡＝１日（水）～３日（金）（資
料整理期間）▼南外＝15日（水）～17日（金）（資料整理期間）

■各図書館イベント【２月】／
【おはなし会】
　中　仙　２月10日（金）午前10時30分～11時
　大　曲　２月11日（土）午前10時30分～11時
　仙　北　２月11日（土）午前10時30分～11時
　神　岡　２月19日（日）午前10時～11時
　西仙北　２月25日（土）午前10時～11時

【大人向けのおはなし会】
　神　岡　２月19日（日）午前11時～

ここで紹介する以外にもたくさんの本をそろえています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せできます。２月

新着図書
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　香ばしい匂いにフワフワモチモチの食感
が、幸せな気分にさせてくれるパン。そのま
ま味わう以外にも、サンドイッチにしたりト
ーストにしたり、楽しみ方はさまざまです。
　この本では、サンドイッチをはじめとしたバラエティー豊かな
パンレシピが紹介されています。一般的なパンやベーグル、バケ
ットなどいろいろなパンと食材を組み合わせたメニューはお腹
も心も満足させてくれるものばかりです。

協和図書館のおすすめ
パン & サンドイッチ おいしい！300レシピ
沼津りえ（著） 永岡書店
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いきいき広場♥♥♥♥

♥♥♥♥ 地域の皆さんが、安心して住み慣れた地域で暮らすために

お問い合わせは高齢者包括支援センターへ

西部（西仙北庁舎内）　　  ☎ 0187-87-3970 東部（中仙庁舎内）                   ☎ 0187-56-7125
南部（社会福祉協議会本所）  ☎ 0187-88-8030 協和（社会福祉協議会協和支所）  ☎ 018-892-3838

高齢者包括支援センター   ☎ 0187-63-1111（内線 196） 医療介護連携室                    ☎ 0187-63-8864

大
仙
市
で
実
施
し
て
い
る

　
　
　
　

 

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
地
域
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
介
護
予
防

　
　
　
　
　
　
　
〜
と
も
に
助
け
合
い
支
え
合
う
安
心
の
地
域
づ
く
り
〜

【
サ
ー
ビ
ス
Ｃ（
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
）】

　

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
の
医
療
専
門
職
か

ら
、
運
動
機
能
の
向
上
や
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め

に
効
果
的
な
日
常
生
活
動
作
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。３
カ
月
実
施
後
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
後
３
カ
月
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

◆
利
用
料（
１
回
）／
訪
問
型
８
２
４
円
、通
所
型
４
７
９
円

◆
利
用
で
き
る
回
数
／
週
１
回

◆
実
施
事
業
所
／

　

大
曲
中
通
病
院
、コ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ー
ク
大
曲（
通
所
型
の
み
）

【
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ（
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
）】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
主
体
と
な
り
、自
主
的
・
自
発
的

に
通
い
の
場
を
運
営
す
る
通
所
型
の
介
護
予
防
事
業
で
す
。

◆
活
動
団
体
／
12
団
体（
１
月
時
点
）

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

活
動
団
体
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、
要
介
護
状
態
な
ど
に
な
る
こ

と
を
予
防・軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
補
助
要
件
や
補
助
対
象
経
費
、補
助
金
の
額
な
ど
は
、最
寄
り
の
高

齢
者
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
】

利
用
対
象
者
は
要
支
援
１・２
、事
業
対
象
者
の
方
で
す
。

※
１
割
負
担
の
利
用
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。所
得
に
よ
り
、２
割
負

担
、３
割
負
担
と
な
る
場
合
も
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☎0187-62-1015
☎0187-75-0476
☎0187-56-7211
☎0187-73-6811

通知送付時期は４月下旬から５月中旬です
令和５年度各種健診（検診）のご案内

◆健診（検診）名・通知対象者／次の方に通知を郵送
○特定健診・後期高齢者健診…表の対象者で令和４年
　　　　　　　　　　　　　 度に受診した方
○表の（※）印の検診…表の対象者で平成30年度以降  
　　　　　　　　　　に登録した方
○肝炎ウイルス検診…40歳の方で申し込みをした方

と、45・50・55・60・65歳でこれ
まで集団検診などで検診を受
けたことがない方（無料）

○歯周病検診…40・50・60・70歳の方（1,000円・70歳は無料）
○30・35歳の血液健診…表の対象者で申し込みした方

◎70歳以上の方は、検診料金が全て無料です。

健診（検診）名 対象者
（年齢は令和６年４月１日時点）

料金
（自己負担額）

特定健診 40歳～74歳の大仙市
国民健康保険被保険者 無料

後期高齢者健診
75歳以上の方
（満65歳以上で後期高齢者医療
被保険者）

無料

肺がん等検診（※） 40歳以上の方（平成30年度
以降に登録して、一度も受診し
ていない方は、登録が取り消さ
れている場合があります）

400円
（61歳以上は無料）

大腸がん検診（※） 600円
胃がん検診（※） 1,200円
乳がん検診（※） 40歳以上偶数年齢の女性 1,400円
子宮頸がん検診・
婦人科超音波検診（※）

20歳～39歳の女性
40歳以上偶数年齢の女性 1,800円

骨粗しょう症検診（※） 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1,000円

前立腺がん検診（※） 50歳以上の男性 500円
30・35歳の血液健診 30・35歳の方 1,000円

がんの進行は、コロナの収束を待ちません。
健診（検診）は 必要な外出 です。

次の①～③に該当する方は、お住まいの地域の健康
増進センターに問い合わせください。
   ①未登録の検診の受診を希望する方
   ②登録状況が不明の方で、受診を希望する方
   ③登録しているが、取り消したい方（登録を取り消すと
　検診の案内通知は送付されません）
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西
仙
北　

50
代
女
性

子

１月号に
お便りをいただきました !ありがとうございます！！

お便り広場

お手紙をお待ちしています！

「皆さんからのお手紙」は、市民の皆さんのコーナー
です。市政への質問や意見のほか「だいせん日和」
に関する感想や要望などを聞かせてください。

宛先はこちら　
〒 014-8601 だいせん日和「お便り広場」係

住所・氏名・年齢を明記し、手紙・はがき、FAX（0187-63-
1119）、メール（kouhou@city.daisen.lg.jp）で送ってください。
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介護予防いきいき隊と地域福祉活動サポーターが一緒になって活動をしている「いきいき隊」。    
４月から、隊員の活動について紹介してきました。最終回は、活動を通した隊員の声を紹介します。

地域を元気にする活動、始めてみませんか？

見た
・

い
・

　   行きた
・

い
・

  　　いきいき隊

「もっと詳しく知りたい」「いきいき隊になるにはどうしたらいいの？」−問い合わせは、こちらへどうぞ

東部（中仙庁舎内）	 ☎ 0187-56-7125
高齢者包括支援センター	☎ 0187-63-1111（内線 196）

大仙市社会福祉協議会本所	 ☎ 0187-63-0277
西部（西仙北庁舎内）	 　　　  ☎ 0187-87-3970

みんなの
元気を

応援したい！

い
き
い
き
隊
員
の

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
紹
介
し
ま
す

6い
き
い
き
隊
に
な
る
に
は
？

　
市
で
開
催
し
て
い
る
「
い
き
い
き
隊
養

成
講
座
」を
受
講
す
る
こ
と
で
、い
き
い
き

隊
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

や
食
生
活
、社
会
参
加
、認
知
症
の
正
し
い

知
識
な
ど
を
学
び
ま
す
。令
和
５
年
度
の

開
催
日
程
は
今
後
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 参加者と一緒に

介護予防ができる

新たな
学びの場
になる

自分の得意なことや
好きなことが生かせる

仲間ができる
笑顔になれる

18



レンジで簡単調理

    常備菜におすすめ！

白菜 ……………………… ３～４枚
緑豆春雨 …………………  30g
桜エビ…………………… 15g
油揚げ…………………… １枚
ショウガ（千切り） ………１かけ（10g）
ごま油…………………… 大さじ１

　酒 ………………………  大さじ1・½
　しょうゆ………………  大さじ1・½
　鶏ガラスープの素（顆粒）  小さじ１
　塩 ……………………… 小さじ ¼
こしょう ………………… 　 少々

食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ 毎月19日は「食育の日」です

今月のレシピ担当は
協和支部

ワンポイントアドバイス
　電子レンジの加熱時間は、様子を見
ながら調整してください。
　桜エビの代わりにむきエビを使って
もおいしいです。冷凍のエビを使う場
合は、事前に解凍し、水気を拭いてか
ら使いましょう。

【 作り方 】
①白菜は白く固い部分を１センチ幅、
長さ５センチの棒状に切り、残りは
大きめのざく切りにする。
②春雨を全体が被るくらいの熱湯に
３～４分浸し、食べやすい長さに切
る。油揚げは熱湯にくぐらせ、縦長
に半分に切ってから７～８ミリ幅
に切る。

③耐熱容器に白菜の固い部分、春雨、
残りの白菜、桜エビ、油揚げの順に
重ね、千切りにしたショウガを全体
に散らす。Ａを回しかけ、ラップを
して電子レンジで500wで約８分加
熱する。
④③にこしょうを振り、フライパンで
熱したごま油をかけ、全体をさっく
りと混ぜて完成。

【 材料（４人分）】 107kcal　食塩1.8g（１人分当たり）

白菜と春雨のレンジ蒸し

Ａ

[目標15] 陸の豊かさも守ろう「今」と「未来」のために、今私たちができること

「誰一人取り残さない」持続可能な社会の実現に向けた世界共通の目標「SDGs」。
「今」も「未来」も幸せに暮らし続けるために、今を生きる私たちは何ができるのか。
一人一人が〝自分のこと〟として考え、身近なことから行動していくことが大切です。

SDGs
エス・ディー・ジーズ

　私たちは、豊かな自然環境や多様な生
態系から多くの恩恵を受けて生活していま
す。中でも森林は地球温暖化の抑制や自
然災害の防止、水資源の確保など、私た
ちの生活に欠かせない役割を担っていま
すが、世界では気候変動の影響や違法な
森林伐採などにより多くの森林が失われ、
さまざまな生物が絶滅の危機にあります。
　国土の７割近くを森林が占める日本は、
国産材の需要低迷や林業従事者の高齢化な
どによる森林の荒廃が問題となっています。
世界有数の森林大国でありながら、多くを
外国産材に依存している状況にあり、世界
の森林消失とも無関係ではありません。
　私たちの生活は、自然環境や生物多様性
の上に成り立っていることを改めて考え、
未来のために今日から行動してみましょう。

日常生活でできる取り組み

○ペーパーレス化の推進
○間伐材や再生紙などを利用した（認証マー
　クのついた）製品を選ぶ
○植林などの森づくり活動や自然保護活動
　に参加する

市の取り組み
「豊かな森づくり振興プラン」の推進
○豊かな森づくり推進事業
　→森林の再生支援や山地災害の未然防止
　　など、きめ細やかな森林整備を実施
○森林の魅力増進事業
　→森林の魅力発信や木材利用の促進、林
　　業の担い手育成支援などを実施

生物多様性
さまざまな生物がそれぞ
れの環境で互いにつなが
り合って生きていること

FSC 認証
環境・社会・経済の３側面
に配慮し、適切に管理され
た森林の木材を使用した
製品の証
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【まちの出来事や話題を紹介します】

　「楽天イーグルス野球教室」が昨年11月26日、嶽ドーム
で行われ、市内の野球スポ少から約50人が参加しました。
　教室は、昨年８月に締結した市と株式会社楽天野球
団のパートナー協定を受けて開催。同球団で活躍し、
現在は楽天イーグルスアカデミーコーチの聖澤諒さ
んと石田隆司さんを講師に、子どもたちがゴロの捕球
体勢や投球・送球動作などの指導を受けました。参加
した団員は「元プロ野球選手から教えてもらえてうれ
しかった。教わったことを練習して、自分もプロ野球
選手になりたい」と話してくれました。

憧れの元プロ選手から直接指導を受ける　
楽天イーグルス野球教室

手本を見せながら捕球体勢を指導する聖澤さん

　東京体育館で１月４日から８日まで行われた第75回
全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー）
で、仙北中出身の熊谷仁依奈さん（３年）と大曲中出身の
照井莉子さん（２年）が所属する古川学園高等学校（宮城
県）が優勝し、昨秋の国体に続き２冠を達成しました。
　熊谷さんは、仙北中で全県総体優勝に貢献し、その
後、バレーボールの強豪・古川学園高等学校に進学。２
年生から主将を務め、セッターとしてチームを牽引しま
した。また、照井さんもベンチ入りし、同じくセッターと
して活躍しました。今後の２人の活躍が期待されます。

大仙市出身・熊谷主将、照井選手が活躍　 
古川学園が春高バレーで日本一の栄冠

23大会ぶり４度目の優勝を飾った古川学園
（前列中央が熊谷さん、中列右から２人目が照井さん）

写真提供：春の高校バレー事務局

　第39回東北将棋大会と第17回大仙市民交流将棋大会が
昨年11月13日、西仙北ぬく森温泉ユメリアで行われました。
　全５クラスに95人が参加し、日ごろの研さんの成果を発
揮しました。前日の12日には大仙市小学生将棋対抗戦が
「花火伝統文化継承資料館はなび・アム」で開催され、全４
部門に31人が参加し、交流を深めました。
　大会の主な結果は次の通りです。〈敬称略〉
○東北将棋大会並びに大仙市民交流将棋大会
【名人の部】優勝＝佐藤弘康（由利本荘市）、準優勝＝鈴木勝
裕（秋田市）、３位＝笹原駿介（宮城県仙台市）【Ａ級】優勝＝相
馬雄一（秋田市）、準優勝＝島田直樹（宮城県仙台市）、３位＝鈴
木忠男（秋田市）【Ｂ級】優勝＝佐藤昌治（秋田市）、準優勝＝

笹村颯（横手市）、３位＝千葉怜（青森県青森市）【Ｃ級】優勝＝
髙橋忠（美郷町）、準優勝＝竹沢勝好（大仙市）、３位＝嵯峨優
（秋田市）【初級の部】優勝＝草苅聖維（秋田市）、準優勝＝小
川泰雅（大仙市）、３位＝鈴木喜翔（大仙市）
○大仙市小学生将棋対抗戦
【４年生以下の部】優勝＝信田琉世（豊成小）、準優勝＝伊藤
鴻志（大曲小）、３位＝笹小川泰維（大曲小）【５年生の部】優
勝＝柴田息吹（花館小）、準優勝＝藤田慶吾（花館小）、３位＝
佐々木司（花館小）【６年生の部】優勝＝小松夢翔（大曲小）、
準優勝＝森本楓真（高梨小）、３位＝佐藤和真（四ツ屋小）【団
体戦】優勝＝花館小学校、準優勝＝大曲小学校、３位＝太
田東小学校

日ごろの研さんを発揮　　　　　　　
東北将棋大会並びに大仙市民交流将棋大会

大仙市小学生将棋対抗戦第39回東北将棋大会・第16回大仙市民交流将棋大会
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【まちの出来事や話題を紹介します】

　「わくわく野球教室」が昨年11月19日と20日の２日
間、嶽ドームで行われ、約100組の親子が参加しました。
　教室は、野球人口が減少している中、親子で野球の
楽しさを体感してもらおうと世界少年野球推進財団
（王貞治理事長・東京都）が今年から開催。県内では大仙市
で初めて行われました。当日は、ジャイアンツアカデ
ミーの６人が講師を務め、ボールの投げ方やバットの
振り方、ボールの打ち方をアドバイス。子どもたちは、
野球の「捕る・投げる・打つ」の基本動作を学び、ゲーム
を通じて野球の楽しさを実感しました。

園児などが野球の楽しさを体験　　　　
WCBFわくわく野球教室

ジャイアンツアカデミーのコーチから指導を受ける園児

　株式会社伊達電器製作所（伊達高代表取締役・東京都）
誘致企業認定書交付式が昨年12月12日、花火伝統文
化継承資料館「はなび・アム」で行われました。
　半導体製造装置の給電設備や米飯自動機械用ハー
ネス・ユニットを製造している同社は、昭和45年に大
曲工場、昭和60年に太田工場、そして今回３つ目の工
場を協和地域に設立し、生産能力の拡大を図ること
としています。
　また、同社は一昨年の９月に誘致50周年を迎え、県
から誘致企業永年立地表彰を受けています。

伊達電器製作所新工場を誘致認定　　　
誘致企業認定書交付式

交付式に参加した山田勝弘取締役工場長（写真左から２人目）
と伊藤清喜取締役生産管理部長（写真右から２人目）

　大仙市防犯協会によるごみ不法投棄防止パトロー
ルが昨年11月16日に行われ、同会員や警察関係者、市
役所関係者など合わせて25人が参加しました。
　パトロールは地域住民の不法投棄問題への関心を
高めるとともに、犯罪抑止力の向上につなげようと毎
年実施しています。参加者は、地域住民による監視体
制強化の必要性を再認識しました。
　ごみの不法投棄は法律で禁止されています。違反し
た場合、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下（行為
者を監督する法人は３億円以下）の罰金に処されます。

ごみのないきれいなまちを目指して　　
不法投棄防止パトロール

道路からの急斜面に不法投棄されている現場を確認する参加者

　大仙市新春子ども書き初め大会が１月５日、大曲体
育館で行われ、102人が参加しました。
　当日は、大曲高校書道部による書道パフォーマンス
が行われたほか、書道体験も行われ、参加者は今年１
年の思いをのびのびと書き上げました。
　特選を受賞した方は次の通りです。〈敬称略〉
【小学生の部】＝加賀谷葉月（大曲小１年）、脇本未夢（東大
曲小２年）、伊藤心美（大曲小３年）、伊藤嬉乃（大曲小４年）、松
江栞（大曲小５年）、仲村瑛奈（角間川小６年）【中学生の部】
＝池田夕緋（仙北中１年）、竹村心那（大曲中２年）【高校生の
部】＝藤嶋あおい（大曲高１年）

新年の思いを胸に　　　　　　　　　　
令和５年大仙市新春子ども書き初め大会

参加者が思いを胸に筆を進めた書き初め大会
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【まちの出来事や話題を紹介します】

　宮古市へのサケの発眼卵贈呈式が１月６日、大曲武
道館前で行われました。
　宮古市では令和元年以降、海洋環境の変化などによ
る深刻な不漁の影響で地場産の卵の確保が困難とな
っています。そのことから、大仙市では雄物川鮭増殖漁
業生産組合の協力のもと、一昨年に35万粒の卵を寄贈
しました。今回は約30万粒の卵を贈呈。宮古漁協で孵化
させたのちに、３漁協で育てられ４月に放流されます。
　老松市長は「両市のサケが無事に戻ってくること、
宮古市のサケ漁および水産業が再び活気付くことを
心から願っています」と話しました。

宮古市のサケ漁が活気付くことを願って
サケの発眼卵贈呈式

記念撮影をする両市の参加者

表彰・感謝状 功績をたたえて―おめでとうございます

　南外中学校（今野胡桃生徒会長・
南外中３年・写真左から２人目）と仙北
中学校（佐々木真彩生徒会長・仙北中３
年・写真右から２人目）の両生徒会か
ら市に寄付金１万円を頂きました。
　両中のシトラスリボン活動の一
環で、新入生のバッジ売上金など
によるもの。寄付金は、新型コロナ
ウイルス感染症対策に活用させて
いただきます。

南外中学校生徒会
仙北中学校生徒会

新型コロナウイルス感染症対策に活用

NPO法人南外さいかい市
令和４年度東北農政局「ディスカバー

農山漁村（むら）の宝」選定
　NPO法人南外さいかい市（写真右
から奥山典勝理事長、佐々木繁雄事務局
長）が東北農政局「ディスカバー農
山漁村の宝」に選定されました。
　選定は、特徴ある優れた地域づく
り活動を広く発信して、他地域への
横展開を図るために行われている
もの。同法人は、高齢者の買い物支
援を目的に、公設民営のスーパー
マーケットを運営しています。

　長年にわたり人権擁護委
員として地域の人権擁護活
動に尽力し、１月１日に退任
された３人の方に、法務大臣
から感謝状が贈られました。
宇野聖子さん…平成13年12
月１日～（７期22年１カ月）
森京子さん…平成25年10月
１日～（３期９年３カ月）
足達隆さん…平成29年１月
１日～（２期６年）

宇野聖子さん（太田）

人権擁護委員
感謝状伝達

森 京子さん（西仙北）
足達 隆さん（中仙）

　国の文化財防火デーに合わせ、１月22日に大曲地域
の古四王神社で防火訓練が行われました。
　将来に継承すべき貴重な文化財の火災予防を推進
するとともに、地域の交流や活性化を目的として開催
されています。当日は大曲消防署・消防団の立会いの
もと、東大曲小学校の５年生13人による消火活動訓練
が行われました。
　防火訓練後には
「古四王堂（こしょど）
火消しもち祭り」が
行われ、今年のお米
の豊作を願う雪中田
植えや、焼いた天筆
が空高く舞い上がれ
ば願いが叶うとされ
ている天筆焼きを行
いました。

文化財を地域で守る　　　　　　　　　
古四王神社文化財防火デー

願いを込めた天筆を
焼く東大曲小学校の
児童たち
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【まちの出来事や話題を紹介します】

　大曲南部地区イルミネーション花火が昨年12月17
日、角間川地区の浜倉周辺特設会場で行われました。
　このイベントは、角間川・藤木地区の店先を中心に
通りをイルミネーションで彩る期間に合わせて開
催。大曲商工会議所南部地区協議会が始めたもので、
現在は株式会社角間川が事業を引き継ぎ開催してい

ます。
　当日は、浜倉
内で美郷JAZZセ
ッションによる
演奏も開催。そ
の後、約800発の
花火がイルミネ
ーションと共に
12月の夜空を彩
りました。

花火とイルミネーションの共演    　　　 
大曲南部地区イルミネーション花火

夜空に打ち上げ
られた花火とイ
ルミネーション
のコラボ

　大仙市と株式会社クボタおよび株式会社秋田クボ
タ間におけるスマート農業等に関する連携協定締結
式が昨年12月16日、市役所大曲庁舎で行われました。
　本協定は、それぞれが持つ資源や技術を有効活用
し、相互に連携・協力しながら農業の課題や方向性に
ついて共有し、地域農業のさらなる振興につなげてい
くものです。今後、スマート農業技術の普及拡大や次
代の農業を担う人材の育成・確保、農産物の高付加価
値化に向け、さまざまな取り組みを行っていきます。

スマート農業の普及拡大に向けて　　　
スマート農業等に関する連携協定締結式

（左から）（株）クボタの飯塚智浩執行役員農機国内営業本部長、
老松市長、（株）秋田クボタの白石光弘代表取締役社長

明治安田生命保険相互会社
「健幸まちづくりプロジェクト」

の推進のため
　明治安田生命保険相互会社（岸本
輝彦秋田支社長・写真右）から、市民の
皆さんが健康づくりに取り組める
環境の創出など、地方創生の推進
に役立ててほしいとして、企業版
ふるさと納税を通じて市に寄付金
を頂きました。
　寄付金は、「健幸まちづくりプ
ロジェクト」のさまざまな取り組み
に活用させていただきます。

秋田県立大曲支援学校小学部
地域の皆さんが笑顔になるように

　秋田県立大曲支援学校の児童か
ら手作りカレンダーを頂きました。
　今年のカレンダーのテーマは
「ありがと卯

う

 ちいきにひろがれえ
がおのわっ」。季節ごとの特色を捉
えたカレンダーを心を込めて作っ
てくれました。
　いただいたカレンダーは市役所
大曲庁舎２階の秘書課入り口に飾
らせていただきます。

たくさんの善意―ありがとうございます寄付・寄贈

太田中学校JRC事務局
地域福祉のために

　太田中学校JRC事務局（伊藤楓事務
局長・太田中３年・写真右）から市に寄
付金２万円を頂きました。
　伊藤さんは「中学校で行ってい
るアルミ缶回収や募金活動によ
る収益金です。より良い市になる
ように活用してほしいです」と話
してくれました。
　寄付金は地域福祉の充実に活
用させていただきます。
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お
知
ら
せ

IN
F
O

R
M

A
T
IO

N

は
な
だ
て
広
場
に　
　
　

遊
び
に
お
い
で

　

ひ
な
ま
つ
り
会
を
開
き
ま

す
。ひ
な
人
形
を
作
っ
た
り
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
地

域
の
人
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
の
未
就
園
児
と

そ
の
家
族

◆
日
時
／
３
月
２
日（
木
）午
前

10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
花
館
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】 

　
主
任
児
童
委
員 

佐
藤
さ
ん

　

☎
０
１
８
７（
63
）２
０
１
３

就
職
面
接
会　
　
　
　
　

企
業
説
明
会
を
開
催

　
大
曲
仙
北
地
域
に
事
業
所
が

あ
る
企
業
を
集
め
た
就
職
面
接

会
、企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象
／
求
職
中
の
社
会
人
、

就
職
活
動
中
の
学
生

※
市
外
在
住
の
方
も
可

◆
日
時
／
３
月
３
日（
金
）午
後

１
時
〜
４
時

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

　

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５

高
齢
者
の
無
料
法
律
相
談

◆
対
象
／

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

◆
日
時
／
２
月
９
日（
木
）午
前

10
時
〜
正
午
（
相
談
時
間
は
１

人
30
分
）

◆
会
場
／

　

大
仙
市
健
康
福
祉
会
館
３
階

◆
定
員
／
４
人

◆
相
談
員
／

　

久
島
憲
晴
さ
ん（
弁
護
士
）

◆
申
し
込
み
開
始
／

　

２
月
３
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
２
７
７

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
室

　
日
々
の
仕
事
で
、労
務
管
理
な

ど
の
悩
み
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人
事
や
労
務
、助
成
金
な
ど
に
つ

い
て
、社
会
保
険
労
務
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
８
日
（
水
）、
３

月
８
日（
水
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
商
工
会
議
所

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

秋
田
働
き
方
改
革

　

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
２
０（
６
９
５
）７
８
３

第
８
回
南
外
小
唄
ま
つ
り

◆
日
時
／

　

３
月
５
日（
日
）午
後
１
時
〜

◆
会
場
／
南
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
無
料

○
南
外
小
唄
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

者
募
集

　

募
集
部
門・対
象
／

　

年
少
の
部（
中
学
生
以
下
）

　

一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

　
定
員
／

　

一
般
の
部
の
み
50
人

　
参
加
費
／

　

千
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

　
申
込
期
限
／
２
月
13
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】 

　

南
外
小
唄
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
南
外
公
民
館
内
）

　

☎
０
１
８
７（
74
）２
１
３
０

秋
田
県
南
冬
ま
つ
り　
　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
対
象
の
冬
ま
つ
り
会
場
で
ス

タ
ン
プ
を
集
め
ま
し
ょ
う
。集

め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
応
じ
て

県
南
地
域
の
特
産
品
を
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
対
象
行
事
／
上
桧
木
内
の
紙

風
船
上
げ（
仙
北
市
）、
刈
和
野

の
大
綱
引
き（
大
仙
市
）、
川
を

渡
る
ぼ
ん
で
ん（
大
仙
市
）、
六

郷
の
カ
マ
ク
ラ（
美
郷
町
）、
犬

っ
こ
ま
つ
り（
湯
沢
市
）、
火
振

り
か
ま
く
ら（
仙
北
市
）、
か
ま

く
ら（
横
手
市
）

◆
賞
品
／

○
マ
ス
タ
ー
賞
（
ス
タ
ン
プ
五
つ
）

…
県
南
地
域
の
特
産
品
１
万

円
相
当（
１
人
）

○
準
マ
ス
タ
ー
賞
（
ス
タ
ン
プ
三

つ
）
…
県
南
地
域
の
特
産
品

３
千
円
相
当（
３
人
）

○
参
加
賞
（
ス
タ
ン
プ
二
つ
）
…

県
南
地
域
の
特
産
品
千
円
相

当（
20
人
）

◆
応
募
期
限
／
２
月
28
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

仙
北
地
域
振
興
局
総
務
企
画

部
地
域
企
画
課

　

☎
０
１
８
７（
63
）５
１
１
４

令
和
４
年
分
の
確
定
申
告

と
納
税
は
お
早
め
に

　
次
の
日
程
で
申
告
書
作
成
会

場
を
開
設
し
ま
す
。混
雑
緩
和

の
た
め
、
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
す
。整
理
券
は
会
場
で

配
布
し
ま
す
が
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
事
前
発
行
も
で
き
ま
す
。整

理
券
の
配
布
状
況
に
よ
っ
て
は
、

当
日
の
入
場
を
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
自

分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
申
告
書
を

作
成
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
期
間
・
時
間
／
２
月
１

日（
水
）か
ら
３
月
15
日（
水
）

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

◆
会
場
／
大
曲
税
務
署

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

大
曲
税
務
署

　

☎
０
１
８
７（
62
）２
１
９
１

法
テ
ラ
ス　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

　
多
重
債
務
や
離
婚
、
不
動
産

な
ど
の
民
事
事
件
全
般
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
要
申
し
込
み
）

◆
対
象
／
大
仙
市
在
住
で
、
法

テ
ラ
ス
の
資
力
（
収
入
や
資
産
）

基
準
を
満
た
す
方

◆
日
時
／
２
月
24
日（
金
）午
後

１
時
〜
４
時
（
相
談
時
間
は
１

人
30
分
）

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー
（Anbee

大
曲
）２
階

◆
定
員
／
５
人

◆
申
込
期
限
／
２
月
21
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】 

　
法
テ
ラ
ス
秋
田

　
☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
５
１

差点
intersection

Information
情報 お役

立ち情報を集
め
て
ご
紹
介
！
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大
仙
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会「
地
域
交
流
展
示
会
」

　

市
内
の
支
援
学
校
や
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
の

活
動
紹
介
と
、
障
が
い
の
あ
る

方
々
が
制
作
し
た
美
術
工
芸
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
１
日（
水
）か
ら

３
日（
金
）ま
で
の
午
前
10
時

〜
午
後
９
時
（
３
日
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

◆
会
場
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
曲

１
階 

花
火
の
広
場

【
問
い
合
わ
せ
】

　
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
川
音

 

☎
０
１
８
７（
65
）２
０
０
３

自
衛
官
候
補
生
募
集

◆
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳

未
満
で
日
本
国
籍
の
方

◆
試
験
日
時
／

　

１
回
目
…
２
月
18
日（
土
）

　

２
回
目
…
３
月
５
日（
日
）

◆
試
験
会
場
／
秋
田
駐
屯
地

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

自
衛
隊
秋
田
地
本
大
仙
地
域

事
務
所

　

☎
０
１
８
７（
63
）１
３
１
３

は
な
ま
り
フ
ェ
ス
タ　
　

２
０
２
３　

大
曲

　
JR
大
曲
駅
で
雪
遊
び
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。そ
り
滑
り

や
ス
ノ
ー
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
、雪
玉

的
当
て
ゲ
ー
ム
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
花
火
玉
絵
付
け
体
験
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
、イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◆
日
時
／
２
月
４
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

◆
会
場
／
JR
大
曲
駅

【
問
い
合
わ
せ
】

　

JR
大
曲
駅

 

☎
０
１
８
７（
63
）３
３
１
１

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
解
決
を
手
伝
い
ま
す

　
「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
と
違
う
」「
詳
し
く
説
明
し

て
く
れ
な
い
」な
ど
の
不
満
や
要

望
を
、利
用
し
て
い
る
事
業
所
に

話
し
に
く
い
、話
し
て
も
解
決
し

て
く
れ
な
い
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　
（
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
０
１
８（
８
６
４
）２
７
２
６

　
　

ssc@
akitakenshakyo.or.jp

そ
の
病
気
・
症
状
は
石ア

ス
ベ
ス
ト綿

が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
家
族
の
中
に
、
肺
が
ん
や
中

皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
、息

切
れ
、胸
が
苦
し
い
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。石
綿

に
よ
る
疾
病
と
認
定
さ
れ
た
場

合
、
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。心
当
た
り
の
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課

 

☎
０
１
８（
８
８
３
）４
２
７
５

講
習

C
O

U
R

S
E

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

公
共
職
業
訓
練

◆
応
募
資
格
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
申
し
込
み
を
し
、
新

た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
付

け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
方

◆
訓
練
科
／

①
電
気
設
備
技
術
科

②
ビ
ル
管
理
技
術
科

③
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科

④
金
属
加
工
技
術
科

◆
期
間
／

　

①
②
…
４
月
５
日（
水
）か
ら

９
月
29
日（
金
）ま
で

　

③
④
…
４
月
５
日（
水
）か
ら

10
月
31
日（
火
）ま
で

◆
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
40
分

◆
会
場
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

秋
田（
潟
上
市
）

◆
定
員
／
①
②
15
人
③
12
人　

④
13
人

◆
受
講
料
／

　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
24
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
☎
０
１
８（
８
７
３
）３
１
７
８

大
曲
技
術
専
門
校
の　
　

在
職
者
訓
練

◆
対
象
／
在
職
中
の
方

◆
科
目・日
時
／

○
の
み
・
鉋か

ん
な

工
具
研
磨
講
習
…

２
月
９
日（
木
）・
10
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
木
造
建
築
物
の
組
み
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
…
２

月
21
日（
火
）・22
日（
水
）午
前

８
時
50
分
〜
午
後
５
時
10
分

◆
会
場
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
定
員
／
各
10
人

◆
受
講
料
／

　

無
料（
別
途
、テ
キ
ス
ト
代
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
曲
技
術
専
門
校

　

☎
０
１
８
７（
62
）６
３
２
１

　大曲厚生医療センターのホームページ（https://www.okmc.jp)、または右の二次元コードから予約ができます。
また、受け付け開始時期などもウェブ予約ページの案内から確認できます。
※ウェブ予約ができるのは人間ドックなどの健診部門のみです。外来診療や入院診療は対応していません。

【問い合わせ】大曲厚生医療センター「健診センター」 ☎0187-65-8111

人間ドックなどの健診の予約が「ウェブ予約制」になります

不登校・ひきこもりで悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください

大曲丸の内町１番 11-2  ☎ 0187-66-1106
開所時間／午前９時〜午後５時（月〜金に開所）びおら

大仙市子ども・若者総合相談センター

大曲須和町１丁目 6-46  ☎ 0187-62-5150
開所時間／午前 11 時〜午後７時（月・木・金・土・日に開所）ふらっと

大仙市子ども・若者総合相談センター

○休日歯科当番医
　医療機関／行事予定の 　を確認
　　　　　　 してください
　時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医を受診する際は電話
で確認の上受診してください。

歯 

ウェブ予約は
こちら

詳細は、こちら

in
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EVENTS
月の子育てイベント情報2 INFO.

【問い合わせ】 
高齢者生活相談所（大花都市再生住宅１階） ☎ 0187-63-2544

日時 事業名

随時 「欲張りサロン」開催中！（時々お楽しみ会もあり）
ぜひお気軽にお立ち寄りください。

INFO.EVENTS
月の高齢者生活相談所イベント情報

ひろば名 日時 事業名
３日（金）
まで 豆まきウィーク

まるこのひろば
 ※水曜日を除く週６日開設
 ※土・日・祝は要予約
☎0187-63-2344

（大花都市再生住宅）

６日（月）
７日（火）
9：30～11：30

身体測定

14日（火）
10：30～ 音楽リズム（要予約）

随時 お誕生会
うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））
17日（金） 大型絵本を

楽しみましょう

つなっこひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159
（大綱交流館内）

22日（水）～
３月３日（金） おひなさまを作りましょう

随時 お誕生日おめでとう！
随時 身長・体重計測

▼子育て支援拠点施設

※感染症対策のため、各イベントの参加人数に制限を設ける場合
　があります。ご理解とご協力をお願いします。

▼子育て支援センター

※申し込み状況により、申込期限前に締め切る場合があります。

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

大曲駅前こども園
☎0187-63-5118

８日（水）
10:00～

大きくなったね。
みんなで喜びましょう

７日
（火）

四ツ屋こども園
☎0187-66-1517

15日（水）
10:00～ 体を動かして遊ぼう 14日

（火）

大曲中央こども園
☎0187-62-1027

９日（木）
10:00～

大きくなったね！
手形をとって遊ぼう！

８日
（水）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2148

８日（水）
9:30～

音楽遊びを
楽しもう！

７日
（火）

みつば保育園
☎0187-87-7130

３日（金）
10:00～

豆まき会に
参加しよう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
14日（火）
10:00～

大きくなったね！記念
アートをつくろう！

13日
（月）

協和まほろばこども園
☎018-892-3426

３日（金）
10:00～

鬼退治！「鬼はそと
～！福はうち～！」

２日
（木）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

２日（木）
10:00～

豆まき
鬼は外！福は内！

１日
（水）

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

３日（金）
9:30～

一緒に豆まきを
しましょう！

２日
（木）

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
21日（火）
9:30～

楽しかったね
みんなで遊ぼう！

20日
（月）

新型コロナウイルス感染拡大状況により、イベントや行事の内容が一部
変更、または延期・中止となる場合があります。
また、不特定多数が集まる講習・イベントなどは、マスクの着用や手指
消毒、こまめに換気をするなどの感染予防対策をしてください。

2 月のイベント・行政相談・休日歯科当番医など

日時 場所

２月４日（土）午後８時～ 秋田太田奥羽グラウンド・ゴルフ場
（奥羽山荘西側広場）

２月10日（金）午後７時40分～ 北野目字野中地内
２月11日（土）午前10時30分ごろ～ 花館字土川原地内
２月15日（水）午後６時30分～ 大曲ファミリースキー場
２月16日（木）午後６時～ 「大曲の花火」公園
２月18日（土）午後７時～ 大曲須和町福部内遊水地内

２月の花火打ち上げ予定 （１月23日現在）

予定は変更になる場合があります。最新の情報は、市ホーム
ページ（右の二次元コード）をご確認ください。

【問い合わせ】花火産業推進課 ☎ 0187-63-1111 内線298

12 日 歯 くぼた歯科医院（仙北市）☎ 0187-43-2233

歯  祐生堂医院歯科（仙北市）☎ 0187-53-2268日26

20  月
大曲地域行政相談■午前 10 時～正午■大曲交流センター
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■大綱交流館
協和地域行政相談■午前９時～正午■水沢世代交流福祉館
　　　　　　　　■午後１時～４時■和ピア
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター

19 日 歯 金子歯科クリニック（大曲）☎ 0187-63-7300

神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　　　■中仙農村環境改善センター
仙北地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分■さくまろ館
情報伝達試験■午前 11 時ごろ　　▶︎ P.10

水15

歯  たかはし歯科クリニック（仙北）☎ 0187-62-6800日5

2

払田柵の冬まつり　　▶︎ P.28
■午後２時～■「払田柵跡」内特設会場
太田の火まつり　　▶︎ P.28
■午後５時～■秋田太田奥羽グラウンド・ゴルフ場

土4

刈和野の大綱引き　　▶︎ P.28
■【押し合い】午後７時 10 分～【綱合わせ】午後８時５分～    
    【引き合い】午後９時～
■刈和野大町通り

金10
川を渡るぼんでん　　▶︎ P.28
■午前９時 30 分～■雄物川渡船場土11

鳥子舞・大曲の綱引き　　▶︎ P.28
■【鳥子舞】午後２時～・諏訪神社
■【綱引き】午後９時ごろ引き合い開始・大曲上大町交差点
第２回大仙アカデミー　　▶︎ P.11
■午後２時～■大曲市民会館・大ホール

土18

26
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刈和野の大綱引き

※住民基本台帳登録数

(-153)76,530人

36,034人 ( - 6 3 )

40,496人 ( - 9 0 )

31,580世帯 ( - 4 6 )

20人
180人
84人
77人

12月31日現在※（ ）内前月比

担当者コラム 今日も〝だいせん日和 〟

新
年
が
始
ま
り
、
早
く
も
２
月
に
突
入
し

ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
て
雪
が
少
な
く
、

穏
や
か
な
天
気
が
続
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
こ

ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
▼
２
月
と
い
え
ば
節
分
で

す
ね
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
が
入
り
や

す
い
こ
と
か
ら
、
邪
気
を
清
め
は
ら
い
、
１
年

間
の
無
病
息
災
を
願
う
行
事
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
我
が
家
で
は
鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
投

げ
る
イ
ベ
ン
ト
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
母
が

毎
年
欠
か
さ
ず
豆
ま
き
を
し
て
く
れ
る
お
か
げ

で
、健
康
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
▼
話
は
変
わ
り
、

１
月
３
日
に
放
送
さ
れ
た
「
第
20
回
秋
田
ふ
る

さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま

し
た
か
？
大
仙
市
は
審
査
員
特
別
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！
太
田
地
域
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
詰
め
込
ん
だ
見
応
え
の
あ
る
Ｃ
Ｍ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　
　
　
　

 （
わ
）

鳥子舞・大曲の綱引き

川を渡るぼんでん

太田の火まつり

払田柵の冬まつり

■日時／２月４日（土）午後５時〜
■会場／秋田太田奥羽グラウンド・ゴルフ場

【問い合わせ】
太田支所市民サービス課
☎0187-88-1111

■期日／２月18日（土）
■会場・時間／鳥子舞…諏訪神社（午後２時〜）
　　　　　　  綱引き…大曲上大町交差点（午後９時〜）

【問い合わせ】
大曲の綱引き実行委員会（諏訪神社内）
☎0187-62-2016

■日時／２月11日（土）午前９時30分〜
■会場／雄物川渡船場

【問い合わせ】
川を渡るぼんでん実行委員会（花館公民館内）
☎0187-62-3012

■日時／２月10日（金）午後９時引き合い開始
■会場／刈和野大町通り

【問い合わせ】
大綱交流館
☎0187-75-1115

■日時／２月４日（土）午後２時〜
■会場／払田柵跡内特設会場

【問い合わせ】
仙北支所地域活性化推進室
☎0187-63-3003

寒さ対策・新型
コロナ

対策を忘れずに
！

2023
2月
号

vol.380
編
集
・
発
行
｜
大
仙
市
企
画
部
広
報
広
聴
課（
印
刷
：
株
式
会
社
三
森
印
刷
）


